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　本書は，「改訂 島根県の水生甲虫 （1）」（ホシザキグリーン財団研究報告特別号 第 25 号）の後半パー
トである．ダルマガムシ科以降の解説と，前書の謝辞・文献を含んでいる．

本書で扱う水生甲虫
　水生甲虫を厳密に定義することは難しいが，本書では「生活史のすべて，あるいは一時期に，
水面または水中で生息する甲虫類」を扱う．具体的には，コガシラミズムシ科，コツブゲンゴロ
ウ科，ゲンゴロウ科，ミズスマシ科，ツブミズムシ科，ホソガムシ科，ガムシ科（一部），ダルマ
ガムシ科（一部），マルハナノミ科，ヒラタドロムシ科，ナガドロムシ科，チビドロムシ科（一
部），ナガハナノミ科（一部），ドロムシ科，ヒメドロムシ科，ホタル科（一部），ハムシ科（ネク
イハムシ亜科），ゾウムシ科（カギアシゾウムシ亜科）である．一部のみ扱った科には，陸生種や
海岸性種が含まれており，これらは本書で扱わなかった．コガシラミズムシ科 Haliplidae，コツ
ブゲンゴロウ科 Noteridae，ゲンゴロウ科 Dytiscidae，ミズスマシ科 Gyrinidae，ツブミズムシ科 

Torridincolidae，ホソガムシ科 Hydrochidae，ガムシ科 Hydorophilidaeは特別号 25号に掲載した．
掲載種は下記の通りである．

ダルマガムシ科 Hydraenidae（7種）
 81．セスジダルマガムシ Ochthebius inermis Sharp

 82．ハセガワダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane et Matsui

 83．ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus Jäch

 84．ナカネダルマガムシ Ochthebius nakanei Matsui

 85．ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei M. Satô

 86．シコクダルマガムシ Hydraena notsui M.Satô

 87．クニビキアカダルマガムシ Hydraena hayashii Jäch & Díaz
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マルハナノミ科 Scirtidae（17 種）
 88．コクロマルハナノミ Odeles inornata （Lewis） 
 89．クロマルハナノミ Odeles wilsoni （Pic） 
 90．ホソキマルハナノミ Elodes elegans Yoshitomi

 91．ヒメキムネマルハナノミ Sacodes minima （Klausnitzer） 
 92．コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei （Klausnitzer）
 93．ケシマルハナノミ Hydrocyphon satoi Yoshitomi

 94．ビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter

 95．ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus Lewis

 96．ツマグロマルハナノミ Scirtes tsumaguro M. Satô et Chûjô

 97．セダカマルハナノミ Prinocyphon ovalis Kiesenwetter

 98．シコクホソチビマルハナノミ Nyholmia ohbayashii （Yoshitomi）
 99．オキホソチビマルハナノミ Nyholmia okiensis Yoshitomi et Hayashi

100．アカチャチビマルハナノミ Herthania japonicola （Nakane）
101．ウスチャチビマルハナノミ Herthania sasagawai （Yoshitomi et Klausnitzer）
102．ヒメチビマルハナノミ Contacyphon puncticeps （Kiesenwetter）
103．キイロチビマルハナノミ Contacyphon fuscomarginatus （Nakane）
104．ニッポンチビマルハナノミ Contacyphon nipponicus （Yoshitomi）
105．チャイロチビマルハナノミ Contacyphon consobrinus （Nyholm）

ヒラタドロムシ科 Psephenidae（11 種）
106．ヒメマルヒラタドロムシ Eubirianax pellucidus Lewis

107．クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis Lewis

108．マルヒラタドロムシ Eubrianax ramicornis Kiesenwetter

109．マルヒゲナガハナノミ Schinostethus brevis （Lewis） 
110．ヒゲナガヒラタドロムシ Nipponeubria yoshitomii Lee et M. Satô

111．チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca （Kiesenwetter） 
112．ホンシュウチビマルヒゲナガハナノミ Macroeubria similis Lee, Yang et Satô

113．チビマルヒゲナガハナノミ Macroeubria lewisi Nakane

114．ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus （Matsumura）
115．ヒメヒラタドロムシ Mataeopsephus maculatus Nomura

116．マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus （Masuda） 

チビドロムシ科 Limnichidae（2種）
117．チビドロムシ Limnichus lewisi Nakane

118．リュウキュウダエンチビドロムシ Pelochares ryukyuensis M. Satô 
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ナガドロムシ科 Heteroceridae（3種）
119．タテスジナガドロムシ（ナガドロムシ） Heterocerus fenestratus Thunberg

120．タマガワナガドロムシ Augyles japonicus （Kôno）
121．トケジナガドロムシ Augyles tokejii （Nomura）

ナガハナノミ科 Ptilodactylidae（3種）
122．クロツヤヒゲナガハナノミ Auncycteis monticola （Nakane）
123．エダヒゲナガハナノミ Epilichas flabellatus flabellatus （Kiesenwetter） 
124．ヒゲナガハナノミ Paralichas pectinatus （Kiesenwetter）

ドロムシ科 Dryopidae（1種）
125．ムナビロツヤドロムシ Elmomorphus brevicornis brevicornis Sharp

ヒメドロムシ科 Elmidae（27 種）
126．ハバビロドロムシ Dryopomorphus extraneus Hinton

127．ヒメババビロドロムシ Dryopomorphus nakanei Nomura

128．イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica Nomura

129．アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris Nomura

130．ゴトウミゾドロムシ Ordobrevia gotoi Nomura

131．アカモンミゾドロムシ Ordobrevia maculata （Nomura）
132．キスジミゾドロムシ Ordobrevia foveicollis （Schönfeldt）
133．ヨコミゾドロムシ Leptelmis gracilis Sharp

134．アヤスジミゾドロムシ Graphelmis shirahatai （Nomura）
135．クロサワドロムシ Neoriohelmis kurosawai Nomura

136．セマルヒメドロムシ Orientelmis parvula （Nomura）
137．ハガマルヒメドロムシ Optioservus hagai Nomura

138．スネグロマルヒメドロムシ Optioservus occidens Kamite

139．タテスジマルヒメドロムシ Optioservus ogatai Kamite

140．コマルヒメドロムシ Optioservus yoshitomii Kamite 

141．ツヤヒメドロムシ Optioservus nitidus Nomura

142．ケスジドロムシ Pseudamophilus japonicus Nomura

143．キベリナガアシドロムシ Grouvellinus marginatus （Kôno）
144．ツヤナガアシドロムシ Grouvellinus nitidus Nomura

145．ホソヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria gotoi （Nomura）
146．マルヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria ovata （Nomura）
147．ヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria brevis （Nomura）
148．サンインヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria sotai Hayashi et Yoshitomi
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149．アワツヤドロムシ Zaitzevia awana （Kôno）
150．ツヤドロムシ Zaitzevia nitida Nomura

151．ミゾツヤドロムシ Zaitzevia rivalis Nomura

152．ヒョウタンヒメドロムシ Podonychus gyobu Yoshitomi et Hayashi

ホタル科 Lampyridae（2種）
153．ゲンジボタル Luciola cruciata Motschulsky

154．ヘイケボタル Luciola lateralis Motschulsky

ハムシ科 Chrysomelidae（6種）
155．アキミズクサハムシ（アキネクイハムシ） Plateumaris akiensis Tominaga et Katsura

156．キヌツヤミズクサハムシ（スゲハムシ） Plateumaris sericea （Linnaeus）
157．クロガネネクイハムシ Donacia flemola Goecke

158．キンイロネクイハムシ Donacia japana Chûjô et Goecke

159．カツラネクイハムシ Donacia katsurai Kimoto

160．ツヤネクイハムシ Donacia nitidior （Nakane）
161．イネネクイハムシ Donacia provostii Fairmaire

162．ガガブタネクイハムシ（ネクイハムシ，トゲアシネクイハムシ） Donacia lenzi Shönlfeldt

ゾウムシ科 Curculionidae（2種）
163．バッキンガムカギアシゾウムシ Bagous buckinhami O’Brien et Morimoto

164．フタホシカギアシゾウムシ Bagous kagiashi Chûjô et Morimoto

ダルマガムシ科 Hydraenidae

　ガムシという名称をもつが，ハネカクシ科に近縁な甲虫である．幼虫もハネカクシ科によく似て
おり，渓流などに生息するハネカクシ科幼虫と混同されることが多い．止水・流水に生息する種の
ほか，海岸性の種もいる．セスジダルマガムシ属の種は，水中生活をする種と水際に生息する種が
いる．ダルマガムシ属には止水性のミヤタケダルマガムシのほか，県内では 2種の流水性種が生息
している．

成虫の検索
1a 小顎ひげは触角よりも短い   2（セスジダルマガムシ属）
1b 小顎ひげは触角よりもいちじるしく長い   5（ダルマガムシ属）
2a 上唇の先端は丸まる．上翅にやや長い毛が生えており，目立つ   セスジダルマガムシ
2a 上唇の先端は切れ込みがある   3
3a 体長 1.7―2.0mm．前胸背板の点刻は密で，光沢が鈍い   ホンシュウセスジダルマガムシ
3b 体長は 2.2mmを超える   4
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4a 前胸は明らかに横長で，最大幅が前縁に近い   ハセガワセスジダルマガムシ
4b 前胸は長さと幅がほぼ同じで，最大幅が前方 1/3 付近にある   ナカネダルマガムシ
5a 体色は暗褐色．上翅側方に間室が盛り上がった隆起は無い   シコクダルマガムシ
5b 体色は赤褐色．上翅側方に間室が盛り上がった隆起がある   クニビキアカダルマガムシ

幼虫の検索（一部の種のみ）
1a 2 本の尾突起の根本は近接しない   ダルマガムシ属
1b 2 本の尾突起の根本は近接する   2（セスジダルマガムシ属）
2a 前胸の幅が狭い（幅は長さの 2倍未満）．背面の毛はいちじるしく長い
   セスジダルマガムシ
2b 前胸の幅が広い（幅は長さの 2.5 倍以上）．背面の毛は短い   ハセガワセスジダルマガムシ
　ダルマガムシ属の幼虫はハネカクシ科と紛らわしい．区別点としては，触角第 3節の先端にヒレ
状の感覚器があり，その横に位置する第 4節が第 3節に比べて急に細くなること；腹部末端に一対
の鉤爪状突起を待つことがあげられる．なお， 爪状突起はサンプル固定時に末端節内に入り込む
可能性があるので，注意が必要である．

81. セスジダルマガムシ Ochthebius inermis Sharp

（図 45A）
セスジダルマガムシ Ochthebius inermis Sharp：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福岡県の
水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.8―2.1mm（吉富ほか，2000）．背面は黒く，肢は黄色．上唇（頭部の先端）は丸く，
窪みがない．前胸背板は台形で，基部は狭い．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は光沢があり，
点刻は疎ら．上翅には点刻列があり，長い毛を伴う．
蛹．胸部および腹部の背面にやや長いトゲがある．尾突起は 2本で，細く長い．
幼虫．背面は黒く，金属光沢がある．背面や肢に長い直毛が生えている．胸部の幅は広くならない．
2 本の尾突起があり，まっすぐ（図 46A―C）．
生態．流水性．河川敷などで流水の影響のある水たまりに生息し，特にアオミドロ類の繁茂する場
所に多く，水中生活を行う．成虫・幼虫共に一年中みられ，観察される幼虫の大きさはまったく揃
わないことから，年多化であるとみられる．終齢幼虫は粗末な繭をつくり，中で蛹化する．繭は空
気圧で形を保っているため，水から出すとつぶれてしまう．
県内分布．本土部．県内での生息地は局地的である．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林（2009c）．

82. ハセガワダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane et Matsui

（図 45B）
ハセガワダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane et Matsui：「福岡県の水生昆虫図鑑」（井上・
中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
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図 45　ダルマガムシ科．A，セスジダルマガムシ；B，ハセガワダルマガムシ；C，ホンシュウセスジダルマガ
ムシ；D，ナカネダルマガムシ；E，ミヤタケダルマガムシ；F，シコクダルマガムシ；G―H，クニビキアカダ
ルマガムシ．スケールは 1mm．Dは栃木県産；Fは鳥取県産；その他は島根県産．
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図 46　ダルマガムシ科．A―C，セスジダルマガムシ；D，ハセガワダルマガムシ；E，ホンシュウセスジダルマ
ガムシ；F―G，ミヤタケダルマガムシ；H，セスジダルマガムシ蛹．スケールは 1mm．Dは鳥取県産；その他
は島根県産．
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成虫．体長 2.2―2.4mm（吉富ほか，2000）．背面は銅色．肢は黄色だが部分的に暗色．上唇（頭部
の先端）は窪みが明瞭．前胸背板は台形で，基部は狭い．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は光
沢があり，粗い点刻がある．また，中央部に縦溝がある．上翅には点刻列があり，長い毛を伴わない．
幼虫．背面は暗褐色または暗黄褐色で，金属光沢はない（図 46D）．背面や肢に短い直毛が生えて
いる．胸部の幅は広い．2 本の尾突起があり，まっすぐ．基部が黄褐色で先端が黒い．
生態．流水性．日当りの良い河川中流において，流路中に水面から突き出た岩や礫の水際に生息す
る．成虫・幼虫共に潜水することはほとんどない．多数生息する場所では砂繭が目立つ．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林ほか（2011）；吉富・林（2019）．

83. ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus Jäch

（図 45C）
ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus Jäch：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」
（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.7―2.0mm（吉富ほか，2000）．背面は銅色．肢は暗黄褐色で，部分的に黒色．上唇（頭
部の先端）は窪みが明瞭．前胸背板は台形で，基部は狭い．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は
光沢があり，粗い点刻が密にある．中央部に縦溝は不明瞭．上翅には点刻列があり，長い毛を伴わ
ない．ハセガワセスジダルマガムシを小型にしたような種である．大きさのほか，前胸背板の点刻
状態で区別ができる．
幼虫．幼虫は黒色（図 46E）．体表の毛は長くない．ハセガワダルマガムシと同所的に生息するこ
とがあるが，より小型である．
生態．流水性．ハセガワセスジダルマガムシと同様に，日当りの良い河川中流において，水面から
流路中に突き出た岩や礫の水際に生息する．成虫・幼虫共に潜水することはほとんどない．多数生
息する場所では砂繭が目立つ．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；吉富・林（2019）．

84. ナカネダルマガムシ Ochthebius nakanei Matsui

（図 45D）
ナカネダルマガムシ Ochthebius nakanei Matsui：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 2.4―2.5mm（吉富・林，2019）．背面は金緑色．肢は黄色．上唇（頭部の先端）は窪む．
前胸背板は長さと幅がほぼ同じで，最大幅は前方 1/3 付近．やや側方へ尖るような形をしている．
上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は光沢があり，粗い点刻が密にある．中央部に縦溝は明瞭．上
翅には点刻列があり，長い毛を伴わない．
幼虫．未確認．
生態．流水性．上流域に生息する．ハセガワセスジダルマガムシやホンシュウセスジダルマガムシ
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に比べて，標高が高く川幅の狭い河川に生息する傾向がある．
県内分布．本土部．吉富・林（2019）により初めて島根県内から報告された．
文献記録．吉富・林（2019）．

85. ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei M. Satô

（図 45E）
ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei M. Satô：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福岡
県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.4―1.6mm（佐藤，1985）．背面は黄褐色．肢は黄色．上唇（頭部の先端）はゆるやか
に窪む．前胸背板は横長の四角型．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は粗い点刻に覆われ光沢が
ある．上翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は狭い．
幼虫．背面は暗褐色または暗黄褐色．背面や肢に短い直毛が生えている．胸部の幅は広い．2 本の
尾突起があり，基部で近接せず離れている（図 46F，G）．
生態．止水性．ため池や湿地に生息する．微小で発見しにくいが，生息地では個体数が多い．成虫
は水面に浮きやすい．水生植物の多い場所だけでなく，落ち葉が堆積した薄暗いため池に生息する
こともある．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．川野（2005）；川野ほか（2006）；林ほか（2006）；林（2007a）；林（2008a）；林（2009c）．

86. シコクダルマガムシ Hydraena notsui M.Satô

（図 45F）
シコクダルマガムシ Hydraena notsui M.Satô：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 1.5―1.7mm（Jäch and Díaz, 2012）．背面は暗褐色．肢は赤褐色．上唇（頭部の先端）
は切れ込む．前胸背板はソロバン玉型．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は粗い点刻に覆われや
や光沢がある．上翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は狭い．オス交尾器中央片の先端部
は，側面から見た時に二又状で，膜質な突起は顕著に伸長せず，幅が広い．側片（パラメア）は，
先端を上に向け，背面側から観察した時，左側が右側よりも長い．
幼虫．未確認．
生態．流水性．中国山地や大山の渓流で記録されている．流路に生息しており，流路中の石を蹴っ
て目の細かなタモ網で受けることによって採集される．
県内分布．本土部．
文献記録．Jäch and Díaz （2012）．

87. クニビキアカダルマガムシ Hydraena hayashii Jäch et Díaz

（図 45G, H）
クニビキアカダルマガムシ Hydraena hayashii Jäch et Díaz：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」
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（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.5―1.8mm（Jäch and Díaz, 2012）．背面は赤褐色．肢は赤褐色．上唇（頭部の先端）
は小さく切れ込む．前胸背板はソロバン玉型．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は粗い点刻に覆
われやや光沢があり，側縁部の間室が隆起する．上翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は
狭い．オス交尾器中央片の先端部は，側面から見た時に尖り，膜質な突起はやや伸長し，円形の付
属物を伴う．側片（パラメア）は先端を上に向け，背面側から観察した時，右側が左側よりも長い．
幼虫．未確認．
生態．流水性．島根半島東部の渓流で記録されている．成虫は冬に個体数が多く，夏になると極端
に少なくなる．島根半島の西部の河川では，詳細な調査にも関わらず確認されていないため，分布
していない可能性が高い．
県内分布．本土部．
文献記録．Jäch and Díaz （2012）．

マルハナノミ科 Scirtidae

　幼虫は水生で，成虫は陸生である．成虫は楕円形や円形のものが多い．外見が似ている種が多い
が，雄の交尾器は種ごとに多様な形態をしており，同定を行う上で有用な形質である．Yoshitomi

（2005）によって分類学的な整理が行われており，成虫については多くの種が同定できるようになっ
た．成虫は湿地や川辺，森林に生息し，スイーピングやマレーゼトラップなどで採集される．幼虫
は池や湿地，河川，湿岩，樹洞の水たまりに生息する．幼虫は細長い触角を持ち，体はやや扁平．
背面に生えている毛は同定を行う上で重要である．日本産水生甲虫類で，幼虫が樹洞の水たまりに
生息する種を含む科はほかに確認されていない．島根県産では 18 種が確認されているが，未発見
の種も多くいると考えられる．また，幼虫についても不明な種が多い．

成虫の検索
1a 後腿節は顕著に膨らみ，生時に飛躍する   2
1b 後腿節は顕著に膨らまず，生時に飛躍しない   3
2a 体長 3.7―4.9mmで大型．体は長い楕円形．背面は黄褐色または茶色   トビイロマルハナノミ
2b 体長 2.5―3.4mmで小型．体は短い楕円形．背面は黒色   ヒメマルハナノミ
2c 体長 2.8―3.0mmで小型．体は楕円形．背面は褐色で上翅端が黒色   ツマグロマルハナノミ
3a 体が細長く，中・後肢がいちじるしく長い   ホソキマルハナノミ
3b 体は楕円形．肢は中程度   4
4a 前胸背板の大部分は黒色で光沢がある．上翅は全体に黒色   5
4b 前胸背板は橙色，黄褐色，茶色，または光沢のない茶色を帯びた黒色   6
5a 前胸背板は前縁が黒い．肢も全体に黒い   コクロマルハナノミ
5b 前胸背板は前縁が黄色．肢は脛節が黄色   クロマルハナノミ
6a 背面は 2色．前胸背板は橙色または黄褐色で，上翅は全体に黒い   7
6b 背面は単色．背面全体に黄褐色，暗褐色または茶色   その他の属※
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7a 触角，頭部，前胸背板の前方，上翅全体が黒色で，前胸背板の大部分と肢は橙色または黄褐
色   ヒメキムネマルハナノミ

7b 上翅全体が黒色で，触角，頭部，前胸背板と肢は全体に橙色または黄褐色
   コキムネマルハナノミ
　※エダヒゲマルハナノミ属，ケシマルハナノミ属，チビマルハナノミ類の種がこれに該当する．
外見がよく似ているため，交尾器の検討が必要である．

88. コクロマルハナノミ Odeles inornata （Lewis）
（図 47A）

コクロマルハナノミ Sarabandus inornatus （Lewis）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.8―4.2mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形．背面は黒色で光沢がある．肢も黒い．前
胸背板の点刻は細かいが密で明瞭．
幼虫．胸部は腹部より明らかに幅が広い．触角は糸状．触角第 1節は湾曲する．背面はやや光沢が
あり，長い毛が生えている（図49A）．本種の幼虫はYoshitomi （1997）により詳しく記載されている．
生態．幼虫は流水性．山地に生息する．幼虫は渓流中の淀みに生息し，成虫は陸生で川辺の草上な
どに見られる．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）．

89. クロマルハナノミ Odeles wilsoni （Pic）
（図 47B）

クロマルハナノミ Sarabandus monticola Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 3.8―4.8mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形．背面は黒色で光沢があり，頭部の前方と
前胸背板の前縁が黄色．肢も黒いが，部分的に黄褐色．前胸背板の点刻は浅く疎らで，表面は平滑
な部分が目立つ．
幼虫．胸部は腹部より明らかに幅が広い．触角は糸状．触角第 1節は湾曲する．背面はやや光沢が
あり，長い毛が生えていない（図 49B）．
生態．幼虫は流水性．山地に生息する．幼虫は渓流中の淀みに生息し，成虫は陸生で川辺の草上な
どに見られる．本種の幼虫は Yoshitomi （1997）により詳しく記載されている．
県内分布．本土部；隠岐（西ノ島）．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）．

90. ホソキマルハナノミ Elodes elegans Yoshitomi

（図 47C）
成虫．体長 3.8―4.9mm（Yoshitomi, 2005）．体は長い楕円形．体は肢も含めて全体に黄色で，上翅
が暗色になる．中肢と後肢が特に長い．
幼虫．県内では未確認．Elodes属の幼虫は Yoshitomi （1997）により詳しく記載されている．
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図 47　マルハナノミ科．A，コクロマルハナノミ；B，クロマルハナノミ；C，ホソキマルハナノミ；D，ヒメキ
ムネマルハナノミ；E，コキムネマルハナノミ；F，ケシマルハナノミ；G，トビイロマルハナノミ；H，ヒメマ
ルハナノミ；I，セダカマルハナノミ．スケールは 1mm．すべて島根県産．
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生態．山地に生息する．幼虫は流水性とみられる．成虫は陸生で川辺の草上などに見られる．成虫
は活発に飛翔する．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．林（2008a）；林ほか（2013）．

91. ヒメキムネマルハナノミ Sacodes minima （Klausnitzer）
（図 47D）

成虫．体長 2.2―4.1mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形．触角，頭部，前胸背板の前方，上翅全体
が黒色で，前胸背板の大部分と肢は橙色または黄褐色．前胸背板と上翅は細かな点刻に密に覆われ
る．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Yoshitomi （1997）により詳しく記載されている．
生態．幼虫は止水性．幼虫は樹洞に貯まった水たまりなどのファイトテルマータに生息し，成虫は
陸生で樹木の葉上などに見られる．成虫は，林床に仕掛けたマレーゼトラップやフライトインター
セプショントラップで採集される．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．林（2007a）；林・島田（2007）；林ほか（2013）．

92. コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei （Klausnitzer）
（図 47E）

成虫．体長 3.3―4.8mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形．上翅全体が黒色で，触角，頭部，前胸背
板と肢は全体に橙色または黄褐色．前胸背板と上翅は細かな点刻に密に覆われる． 

幼虫．胸部は腹部よりやや幅が広い．触角は糸状で短い．触角第 1節は湾曲しない．
生態．幼虫は止水性．幼虫は樹洞に貯まった水たまりなどのファイトテルマータに生息し，成虫は
陸生で樹木の葉上などに見られる．雲南市木次町のふるさと尺の内公園では，前種と同じ場所で採
集されているが，出現時期に違いがみられる．成虫は，林床に仕掛けたマレーゼトラップやフライ
トインターセプショントラップで採集される．
県内分布．本土部；隠岐（西ノ島，中ノ島）．
文献記録．中村・羽尻（2007）；林（2009c）；林ほか（2015）．

93. ケシマルハナノミ Hydrocyphon satoi Yoshitomi

（図 47F）
成虫．体長 1.8―1.9mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形で厚みがない．背面は薄い黒色．
幼虫．全体に橙色．触角は糸状で長い．胸部と腹部の幅にあまり差がない．腹部の各節に刺毛がや
や密に生えている（図 49F）．本種の幼虫は Yoshitomi （2001）によって詳しく記載されている．
生態．幼虫は流水性．幼虫は渓流に生息し，橙色でよく目立ち，個体数も多い．成虫は陸生で川辺
の草上などに見られる．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
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文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林ほか（2015）．

94. トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter

（図 47G）
トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 3.7―4.9mm（Yoshitomi, 2005）．背面は全体に黄褐色または暗黄褐色．体は楕円形で厚
みがある．後腿節は太く，後脛節の先端に長いトゲがある．
幼虫．背面は黒色で光沢がある．触角は糸状で長く，体の 8割ほどの長さがある．胸部背面にはや
や長い刺毛が疎らに生えている（図 49D）．本種の幼虫は Yoshitomi （2005）により詳しく記載され
ている．
生態．幼虫は止水性．平野部の湿地や丘陵地のため池などやや富栄養な止水域やその周辺に多く，
草本のスイーピングや灯火採集でよく得られる．出雲市園町の宍道湖グリーンパークでは，観察会
用に設置した樹木のこも巻きで多数の成虫が越冬しているのが観察された．幼虫は夏から秋まで見
られるが，特に6月に多い．飼育条件では，終齢幼虫は，飼育容器の壁に尾端を付着して蛹化した．
県内分布．本土部；隠岐（島後，知夫里島）．
文献記録．福井（1994）；松田・中村（1999）；淀江ほか（2000）；中村ほか（2001）；尾原ほか
（2001）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；林・島田（2007）；林（2008a）；林（2009c）；尾原
（2009）；亀山ほか（2009）；林ほか（2011）；林ほか（2015）．

95. ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus Lewis

（図 47H）
ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus Lewis：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.5―3.4mm（Yoshitomi, 2005）．背面は全体に黒色で光沢がある．体は円形に近い楕円
形で厚みがある．後腿節は太く，後脛節の先端に長いトゲがある．
幼虫．背面は黒色で光沢がある．触角は糸状で長いが，トビイロマルハナノミに比べて短い．背面
には長く目立った刺毛は生えていない（図 49E）．本種の幼虫は Yoshitomi （2005）により詳しく記
載されている．
生態．幼虫は止水性．平野部の湿地や丘陵地のため池などやや富栄養な止水域やその周辺に多く，
成虫は草本のスイーピングでよく得られる．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林（2009c）．

96. ツマグロマルハナノミ Scirtes tsumaguro M. Satô et Chûjô

成虫．体長 2.8―3.0mm（Yoshitomi, 2005）．背面は全体に褐色で翅端は黒色．体は楕円形で厚みが
ある．後腿節は太く，後脛節の先端に長いトゲがある．
幼虫．幼虫は未確認．
生態．汽水域に生息する．島根県では大橋川の湿地で記録されている．
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県内分布．本土部．
文献記録．林（2012c）．

97. セダカマルハナノミ Prinocyphon ovalis Kiesenwetter

（図 47I）
セダカマルハナノミ Prinocyphon ovalis Kiesenwetter：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.5―4.5mm（Yoshitomi, 2005）．背面は全体に赤褐色または茶褐色．体は円形に近い楕
円形で厚みがある．オスの触角は鋸歯状．
幼虫．県内では未確認．
生態．幼虫は止水性．幼虫は樹洞に貯まった水たまりなどのファイトテルマータに生息し，成虫は
陸生で樹木の葉上などに見られる．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）．

98. シコクホソチビマルハナノミ Nyholmia ohbayashii Yoshitomi

（図 48A）
成虫．体長2.6―3.5mm（Yoshitomi, 2005）．体は長方形に近い楕円形で厚みがない．背面は焦げ茶色．
幼虫．県内では未確認．
生態．山地の渓流付近に生息する．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）．

99. オキホソチビマルハナノミ Nyholmia okiensis Yoshitomi et Hayashi

（図 48B）
成虫．体長 2.5―3.9mm（Yoshitomi and Hayashi, 2016）．体は長方形に近い楕円形で厚みがない．
背面は黒色．脚は黄褐色．
幼虫．未確認．
生態．平地周辺の湿地や水田，山地の小湿地などで，5 月に採集されている．
県内分布．隠岐（島後，西ノ島，中ノ島）．
文献記録．Yoshitomi and Hayashi （2016）．

100. アカチャチビマルハナノミ Herthania japonicola Nakane

（図 48C）
アカチャチビマルハナノミ Cyphon japonicola Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.9―4.6mm（Yoshitomi, 2005）．体は長い楕円形で厚みがない．背面は赤茶色．
幼虫．県内では未確認．
生態．山地の渓流付近に生息する．
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図 48　マルハナノミ科．A，シコクホソチビマルハノミ；B，オキホソチビマルハナノミ；C，アカチャチビマ
ルハナノミ；D，ウスチャチビマルハナノミ；E，ヒメチビマルハナノミ；F，キイロチビマルハナノミ；G，ニッ
ポンチビマルハナノミ；H，チャイロチビマルハナノミ．スケールは 1mm．すべて島根県産．
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図 49　マルハナノミ科．A，コクロマルハナノミ幼虫；B，クロマルハナノミ幼虫；C，キムネマルハナノミ
属幼虫；D，トビイロマルハナノミ幼虫；E，ヒメマルハナノミ幼虫；F，ケシマルハナノミ幼虫．スケールは
1mm．すべて島根県産．
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県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）．

101. ウスチャチビマルハナノミ Herthania sasagawai Yoshitomi et Klausnitzer

（図 48D）
成虫．体長 3.0―4.0mm（Yoshitomi, 2005）．体は長い楕円形で厚みがない．背面は茶色．
幼虫．県内では未確認．
生態．山地の渓流付近に生息する．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）．

102. ヒメチビマルハナノミ Contacyphon puncticeps Kiesenwetter

（図 48E）
ヒメチビマルハナノミ Cyphon puncticeps Kiesenwetter：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.1―2.7mm（Yoshitomi, 2005）．体は短い楕円形で厚みがある．背面は暗褐色で肩が赤
褐色．肩の赤色は生時にはよく目立つ．
幼虫．県内では未確認．
生態．山地の渓流付近に生息する．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．林（2008a）；林ほか（2013）．

103. キイロチビマルハナノミ Contacyphon fuscomarginatus Nakane

（図 48F）
キイロチビマルハナノミ Cyphon fuscomarginatus Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.0―2.7mm（Yoshitomi, 2005）．体は細い楕円形でやや厚みがある．背面は黄褐色また
は茶色．
幼虫．県内では未確認．
生態．平地から丘陵地のため池や湿地に生息する．成虫は湿地の草本をスイープすると得られる．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；尾原（2009）．

104. ニッポンチビマルハナノミ Contacyphon nipponicus Yoshitomi

（図 48G）
成虫．体長 2.7―3.3mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形でやや厚みがある．背面は茶色．
幼虫．県内では未確認．
生態．丘陵地の河川周辺に生息する．成虫は川沿いの樹木をスイープすると得られる．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
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文献記録．林（2007a）；林・島田（2007）；林（2008a）．

105. チャイロチビマルハナノミ Contacyphon consobrinus Nyholm

（図 48H）
成虫．体長2.2―2.8mm（Yoshitomi, 2005）．体は楕円形でやや厚みがある．背面は黄褐色または茶色．
幼虫．幼虫の体色は白色で目立つ．本種の幼虫は Yoshitomi （2005）により詳しく記載されている．
生態．平地から丘陵地のため池や湿地に生息する．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．林（2007a）；林・島田（2007）．

ヒラタドロムシ科 Psephenidae

　幼虫は水生で，成虫は陸生である．島根県産では 11 種が確認され，すべて幼虫も判明している
（林，2009a）．ほとんどの幼虫は河川や湿岩などの流水域に生息するが，ホンシュウチビマルヒゲ
ナガハナノミは例外的に湿地に生息する．成虫はやや扁平な体型をもつものと，楕円形で背面が丸
まる体型をもつものがいる．幼虫形態は円盤形と三葉虫様の形態をもった種がおり，後者はかつて
ナガハナノミ科など別の科として扱われてきた経緯がある．ほとんどの種の蛹化は陸上で行われ
る．しかし，マスダチビヒラタドロムシの蛹化は水中で行われ，蛹の背面には長い気管鰓がある．
島根県内において，水中で蛹化する種は，マスダチビヒラタドロムシとツブミズムシ科のクロサワ
ツブミズムシの 2種のみである．なお，ヒラタドロムシ科各種の解説は，林（2009a）を修正加筆
したものである．

成虫の検索
1a 触角は雌雄共に筒状で単純；頭盾は四角形に張り出す   2
1b 触角は鋸歯状か櫛ヒゲ状，あるいは枝ヒゲ状；頭盾は四角形に張り出さない   3
2a 前胸背板の前方中央寄りに一対の赤色斑がある；雄の小顎ひげは頭部の幅より明らかに長い
   ヒメヒラタドロムシ
2b 前胸背板に赤色斑はない；雄の小顎ひげは頭部の幅より短い   ヒラタドロムシ
3a 上翅が柔らかく，体は華奢で小型（体長 2.0―2.4mm）；雄の触角は枝ヒゲ状で，体長の 2倍

程度の長さがある   マスダチビヒラタドロムシ
3b 上翅や体は比較的頑丈；触角は鋸歯状か櫛ヒゲ状で，長くても体長程度   4
4a 体には厚みがある；前胸背板は丸みを帯びる   5
4b 体は扁平；前胸背板もやや平坦で，前縁は弧状；側方部または前角の一部が白色または赤色

の半透明；雄の触角は櫛ヒゲ状   9
5a 体は幅があり，丸みが強い   6
5b 体はやや細く，背面はやや平坦   8
6a 上翅に条溝がない；触角は雄が櫛ヒゲ状で，雌が細かな鋸歯状；前胸背板が赤く中央前方に

黒色部があるか，全体に黒くなる   マルヒゲナガハナノミ
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6b 上翅に条溝がある；触角は雌雄共に鋸歯状．体は全体に黒色   7
7a 雄交尾器中央片の先端は三裂する   チビマルヒゲナガハナノミ
7b 雄交尾器中央片の先端は二裂する   ホンシュウチビマルヒゲナガハナノミ
8a 前胸背板が黒色で上翅が濃い茶色；雄の触角は体長程度の長さがある
   ヒゲナガヒラタドロムシ
8b 前胸背板，上翅ともに黒色；雄の触角の長さは上翅長とほぼ同じ   チビヒゲナガハナノミ
9a 前胸背板の側方部は幅広く赤色を帯びる；雄の触角第 3―5 節はそれぞれ基部で分岐する
   ヒメマルヒラタドロムシ
9b 前胸背板は全体にほぼ黒色で赤色を帯びない；雄の触角の各節は先端付近で分岐する   10
10a 肢は黄色．雄の触角は分枝が長い；雌の腹部は黄色   マルヒラタドロムシ
10b 肢は黒色；雄の触角は分枝が短い；雌の腹部は黒色   クシヒゲマルヒラタドロムシ

幼虫の検索（若齢幼虫を除く）
1a 幼虫は全体に円形．各節の側片は分離しない（円盤形）   2
1b 幼虫は円形ではなく，各節の側片は分離する（三葉虫型）   7
2a 腹部末端節は先端が尖る．腹面に鰓はない（腹部末端節内に収まっている）
   マスダチビヒラタドロムシ
2b 腹部末端節は幅がある．腹面にハケ状の鰓が生えている   3
3a 腹部背板第 8節に側片がある   4
3a 腹部背板第 8節に側片がない   6
4a 前胸背板中央の縫合線は直線状   ヒメマルヒラタドロムシ
4b 前胸背板中央の縫合線上に菱形の小片がある   5
5a 側片表面の顆粒は密（図 53A, B）   クシヒゲマルヒラタドロムシ
5b 側片表面の顆粒は疎ら   マルヒラタドロムシ
6a 縁の毛は長さが揃っている．腹面の鰓は 5対   ヒメヒラタドロムシ
6b 縁の毛は長さが揃わず，軟毛状．腹面の鰓は 6対   ヒラタドロムシ
7a 腹部背板の末端節は四角形で先端に突起がない   チビヒゲナガハナノミ
7b 腹部背板の末端節は先端に 1対の突起がある   8
8a 尾突起は弧状（三日月型）   9
8b 尾突起はほぼ真っすぐに伸び，先端がやや内側に曲がる．背面に隆起条がある   10
9a 体は幅が広い．尾突起は細長い   マルヒゲナガハナノミ
9b 体は幅が狭い．尾突起は幅が広い   ヒゲナガヒラタドロムシ
10a 背中の隆起条は 4本．源流に生息   チビマルヒゲナハハナノミ
10b 背中の隆起条は 2本．湿地や池に生息   ホンシュウチビマルヒゲナハハナノミ
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106. ヒメマルヒラタドロムシ Eubirianax pellucidus Lewis

（図 50A）
ヒメマルヒラタドロムシ Eubirianax pellucidus Lewis：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長は 3.9―4.8mm（佐藤，1985）．前胸背板は中央部が黒色で，側方の広い部分が赤色を帯
び透けている．上翅は全体に黒色．肢は濃褐色から褐色まで変異がある．雄の触角は櫛ヒゲ状で（第
1，2節は短く分岐しない），第3節から5節は各節の基部（根本）で分岐する．本土産の種としては，
前胸背板の色彩でマルヒラタドロムシやクシヒゲマルヒラタドロムシと区別できる．
幼虫．前胸背板中央部の縫合線は，直線状で菱形の板を欠くが，矢印状の分岐がある．斑紋には変
異があるが，側片は半透明の部分が目立ち，識別の際に良い目印となる（図 52A）．側片表面はな
めらかで顆粒を欠く．刺板の先端には針状の毛があり，その両側には先端が丸まった突起がある
（Lee et al., 2001）．幼虫の形態は御勢 （1957）により，Eubrianax sp. EAとして初めて記載され，後
に Lee et al. （2001）によって本種であることが報告された．
生態．幼虫は流水性．成虫は 7月から 8月上旬頃，山地渓流沿いの植物上に見られる．幼虫は山地
渓流に生息し，源流の細流にも生息することがある．ヒメヒラタドロムシの幼虫と混生することも
あるが，ヒメヒラタドロムシより上流に生息していることが多い．マルヒラタドロムシやクシヒゲ
マルヒラタドロムシとの混生はこれまでに確認しておらず，基本的により上流域に生息し，生息環
境が異なる．幼虫は主に川底のレキに付着している．蛹は未確認であるが，他のマルヒラタドロム
シ属の種と同様に，終齢幼虫が上陸してレキの下に潜り込み，その表面に付着して蛹化するとみら
れる．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2009a）．

107. クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis Lewis

（図 50B, C）
クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis Lewis：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 3.8―5.6mm（佐藤，1985）．背面は全体に黒色で，前胸背板の前側方が一部白くなって
いる．触角や肢が黒く，色が抜けていない状態の標本であれば，マルヒラタドロムシとは容易に区
別できる．また，雌では，本種の腹部が黒いのに対して，マルヒラタドロムシは黄色である．雄の
触角は櫛ヒゲ状で（第 1，2 節は短く分岐しない），各節の先端付近で分岐するが，分枝の長さは日
本産マルヒラタドロムシ属の中ではもっとも短い．雌の触角は鋸歯状．体型でも雌雄差は明瞭で，
雌は雄に比べて大型で体幅が広い．
蛹．蛹化は終齢幼虫の背面側の脱皮殻の中で行われる．胸部と腹部の腹面側の脱皮殻は，尾部側か
ら外に排出される．通常の甲虫類に見られる蛹と同様，体は柔らかいが，腹部第7節～9節は硬く，
節の形状は幼虫期と同じである．また，第 7節の外側には spiracular openingとよばれる穴の空い
た小突起が密に分布する（140 個前後）．尾部の外縁には細かな毛があり，二本一組の剣先状をし
ており，表面に微少な突起がある．この毛の形状でマルヒラタドロムシと区別ができる．体色は，
羽化直後はしばらく黄白色をしているが，やがて全身が黒くなる．雄の触角は櫛ヒゲ状で，雌雄の
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図 50　ヒラタドロムシ科．A，ヒメマルヒラタドロムシ雄；B，クシヒゲマルヒラタドロムシ雄；C，クシヒゲ
マルヒラタドロムシ雌；D，マルヒラタドロムシ雄；E，マルヒゲナガハナノミ雄；F，マルヒゲナガハナノミ
雌；G，ヒゲナガヒラタドロムシ雄；H，ヒゲナガヒラタドロムシ雌；I，チビヒゲナガハナノミ雄；J，チビヒ
ゲナガハナノミ雌．スケールは 1mm．ヒメマルヒラタドロムシは広島県産．チビヒゲナガハナノミ雄は鳥取県
産．その他はすべて島根県産．
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区別は容易である．
幼虫．前胸背板中央部の縫合線上には菱形の小片がある．斑紋には変異があるが，不明瞭で細か
な白色と暗色の斑紋に覆われる（図 52B）．背面には側片も含めて顆粒が密に分布し，乾燥標本で
はよく目立つ．初齢幼虫は成長した幼虫と同じ円形をしており，各節の形状も基本的な構造は同
じであるが，縁のトゲ（刺板）は粗い鋸歯状で，成長した幼虫とは大きく異なる．本種の幼虫は
Hayashi and Sota （2008）により記載され，マルヒラタドロムシの幼虫との識別点が明らかにされた．
卵．球形で直径 0.25mm．幼虫の体は卵の内部で体を折り曲げた状態で形成する．
生態．幼虫は流水性．野外および飼育の観察によると，成虫は主に 5月に出現し，雄は晴れた日中
には活発に飛翔する．産卵は水面下のレキの裏にかためて産み付ける．幼虫はレキに付着して成長
する．終齢幼虫のサイズは雌雄で大きく異なり，雌の方が大きい．終齢幼虫は 3月から 4月に上陸
し，背面がドーム状に盛り上がった前蛹となり，幼虫の背面の殻に覆われたまま蛹化する．夏季の
幼虫の体長に大きな変異はなく，卵から成虫までの期間は 1年であるとみられる．中流域のレキ質
河床の河川に生息する．マルヒラタドロムシが生息しない大型の河川に見られるが，中・小規模の
河川で 2種が混生することもある．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．谷ほか（1982）；中村ほか（2001）；中村・松田（2005）；林（2006d）［ヒラタドロム
シとして］ ；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；林（2008a）；林（2009a）；亀山ほか（2009）；林
ほか（2011）．

108. マルヒラタドロムシ Eubrianax ramicornis Kiesenwetter

（図 50D）
マルヒラタドロムシ Eubrianax ramicornis Kiesenwetter：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 3.8―5.1mm（佐藤，1985）．背面は全体に黒色で，前胸背板の前側方が一部白くなって
いる．触角は黒い．肢は黄色．雄の腹部は黒いが，雌は黄色である．雄の触角は櫛ヒゲ状で（第1，
2 節は短く分岐しない），各節の先端付近で分岐する．雌の触角は鋸歯状．体型でも雌雄差は明瞭
で，雌は雄に比べて大型で体幅が広い．
蛹．蛹化は終齢幼虫の背面側の脱皮殻の中で行われる．胸部と腹部の腹面側の脱皮殻は，尾部側か
ら外に排出される．通常の甲虫類にみられる蛹と同様，体は柔らかいが，腹部第7節～9節は硬く，
節の形状は幼虫期と同じである．また，第 7節の外側には spiracular openingとよばれる穴の空い
た小突起が密に分布する（65 個前後）．尾部の外縁には細かな毛があり，全体にトゲが多く先端が
尖る．この毛の形状でクシヒゲマルヒラタドロムシと区別ができる．体色は，羽化直後はしばらく
黄白色をしているが，やがて全身が黒くなるが，雌の腹部腹面は黄色のまま羽化する．雄の触角は
櫛ヒゲ状で，雌雄の区別は容易である．
幼虫．前胸背板中央部の縫合線上には菱形の小片がある．斑紋には変異があるが，不明瞭で細かな
白色と暗色の斑紋に覆われる．背面には顆粒があるが，側片上は疎らで，とりわけ縁辺部は顆粒を
ほとんど欠いている．本種の幼虫は Hayashi and Sota （2008）により記載され，クシヒゲマルヒラ
タドロムシの幼虫との識別点が明らかにされた．
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生態．幼虫は流水性．野外観察，および飼育観察によると，成虫は 4月末から 5月に出現する．幼
虫は規模の小さい礫質河床の河川に生息していることが多く，流れの緩い場所に高密度で生息して
いることもある．泥質分の多い河床にも生息している．終齢幼虫のサイズは雌雄で大きく異なり，
雌の方が大きい．終齢幼虫は 3月から 4月に上陸し，背面がドーム状に盛り上がった前蛹となり，
幼虫の背面の殻に覆われたまま蛹化する．夏季の幼虫の体長に大きな変異はなく，卵から成虫まで
の期間は 1年であるとみられる．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．門脇（1983）；川野ほか（2006）［ヒラタドロムシとして］；林（2006d）［ヒラタドロム
シとして］；林（2007a）；林ほか（2008）；林（2008a）；林（2009a）；林ほか（2011）．

109. マルヒゲナガハナノミ Schinostethus brevis （Lewis）
（図 50E, F）

マルヒゲナガハナノミ Cophaesthetus brevis （Lewis）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 3.2―4.4mm（佐藤，1985）．体は楕円形で厚みがある．触角，頭部，上翅は黒色で，前
胸背板は赤または橙色で，前方中央に黒色部がある．雄の触角は櫛ヒゲ状で，分枝は長い．雌の触
角は弱い鋸歯状．色彩と体型から，日本産の他種とは容易に区別できる．
蛹．未確認．マルヒゲナガハナノミ属の蛹の形態は Lee et al. （1993）によって報告されている．
幼虫．非円形で隣接する腹部背板の側片はそれぞれ分離している．全体に幅のある楕円形．胸部の
側片は幅があり，先端は下方へ曲がり，先端は尖る．腹部の側片は細く，下方へ緩く曲がる．尾突
起は細く緩く内側へ曲がる．色彩は変異があるが，胸部背板に一対の丸い斑紋があり，後胸の側片
が黒くなるという特徴がある（図 52C）．本種の幼虫は，Helichus sp. HCとして，御勢 （1957）に
より記載されている．
生態．幼虫は流水性．幼虫は垂直な湿岩環境に生息する種である．滝の岩盤や崖沿いの浸みだしに
幼虫が生息しており，クロサワツブミズムシと一緒に見られることも多いが，日当たりの悪い場所
にも生息している．成虫は 7月に幼虫の生息場所周辺の植物上に見られる．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林（2009a）；林ほか（2011）；林ほか（2013）；林ほか（2015）．

110. ヒゲナガヒラタドロムシ Nipponeubria yoshitomii Lee et M. Satô

（図 50G, H）
成虫．体長 2.3―2.8mm（Lee and Satô, 1996）．触角のほとんどの節，頭部，前胸背板，小盾板が黒
色で，上翅は濃い茶褐色．雄の触角は鋸歯状で長く，体長より僅かに短い程度．大きさと体型はチ
ビヒゲナガハナノミ属に似ているが，触角の長さや体色が異なる．
蛹．幼虫の殻に覆われない．背面側が盛り上がり，腹面側は平坦．腹部各節の側面に細長い突起が
ある．表面には不規則な形状の毛が密生しているほか，背面には毛の生えた 2列がある．刺激を受
けると，腹部を左右に動かす．
幼虫．非円形で隣接する腹部背板の側片はそれぞれ分離している．全体にやや細長い楕円形．胸部
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の側片は幅があり，先端は下方へ曲がり，先端は尖る．腹部の側片は胸部側片より細く，下方へ緩
く曲がる．尾突起は幅広く内側へ強く曲がり，先端は尖っている．色彩は変異があるが，中・後
胸背板と腹部背板第 3・4 節の中央寄りに一対の明色斑，腹部背板第 1・2， 5・6 節の外縁寄りに
一対の明色斑があるほか，胸部から腹部の背面側に一対の黒点がそれぞれの節に認められる（図
52D）．本種の幼虫は，Lee and Satô （1996）によって初めて報告された．
生態．幼虫は流水性．山地の沢沿いなどで一年中水が浸みだしている場所やその周辺に生息する．
成虫は 6月に出現し，雄は地表付近の倒木や枝の上で静止しているが，好天時には地表近くをよく
飛ぶ．幼虫は湿った地表にある濡れた落ち葉の表面や石の裏に付着している．蛹化は幼虫の生息場
所で行われ，一例のみではあるが石の下に付着している蛹を確認している．飼育条件でも落ち葉に
付着した状態で蛹化した．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林（2009a）．

111. チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca （Kiesenwetter）
（図 50I, J）

チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca （Kiesenwetter）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，
1985）．
成虫．体長 2.4―3.5mm（佐藤，1985）．頭部，前胸背板，上翅は黒色．触角は第 1節が黄褐色で他
の節は黒褐色から黒色．肢は黒褐色から黄褐色．体型は全体に楕円形だが，体幅は上翅中央より下
方側がもっとも太い．前胸背板の中央基部に一対のくぼみがある．触角は，雄は鋸歯状で，雌は弱
い鋸歯状． 

蛹．幼虫の殻に覆われない．背面側に盛り上がり，腹面側はやや平坦．腹部側面に細長い突起があ
り，小さく分岐する．表面には不規則な形状の毛が密生しているほか，背面にはやや長い毛の生え
た 2列がある．刺激を受けると，腹部を左右に動かし，移動する．
幼虫．非円形で隣接する腹部背板の側片はそれぞれ分離している．全体にやや細長い逆卵形．胸部
の側片は幅があり，先端は下方へ曲がり，先端は角張る．腹部の側片は胸部側片より細く，下方へ
緩く曲がる．尾突起は長方形で，先端は切断状．表面には顆粒があり，6条の顆粒列が認められる．
色彩は変異があるが，胸部背板各節の中央寄りに一対の明色斑，腹部背板第 1・2， 5・6 節の外縁
寄りに一対の明色斑がある（図 52E）．本種の幼虫は鳥潟（1953）によって初めて報告され，御勢 

（1957）は Helichus sp. HBとして記載している．
生態．幼虫は流水性．島根県や鳥取県での観察では，成虫は 5月から 6月に出現し，川沿いの植物
上に見られる．昼間には活発に飛翔する．灯火への飛来は確認していない．飼育条件では，終齢幼
虫は水辺に上陸して石の表面で蛹化した．蛹は腹部を活発に動かし，移動することができる．野外
では 1例のみであるが，堰堤壁面に生えた植物の根の中から蛹を確認した．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．福井（1988）；福井（1994）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；林ほか（2008）；林
（2008a）；林（2009a）；林ほか（2011）；林ほか（2013）．

25

改訂 島根県の水生甲虫（2）



112. ホンシュウチビマルヒゲナガハナノミ Macroeubria similis Lee, Yang et Satô

（図 51A, B）
成虫．体長 2.4―3.4mm（Lee et al., 1997）．チビマルヒゲナガハナノミにきわめてよく似ており，
識別には雄交尾器の検討が必要である．
蛹．幼虫の殻に覆われない．背面側に盛り上がり，腹面側はやや平坦．腹部側面に細長い突起があ
り，小さく分岐する．表面には不規則な形状の毛が密生しているほか，背面にはやや長い毛の生え
た 2列がある．刺激を受けると，腹部を左右に動かす．
幼虫．縦長の楕円形．尾突起は鋭く後方へ伸びる．中胸，後胸，腹部背板第 1―7 節の側方板はか
ぎ爪状に後方へ曲がり，先端は尖る．腹部背板第 8節の側方板は後方へ伸び，先端は丸い．背面に
2本の隆起条がある（図 52F）．本種の幼虫は林（2007a）によって初めて報告され，背面の隆起条
の数によって他の日本産チビマルヒゲナガハナノミ属の幼虫と区別できることが判明した．
生態．幼虫は止水性．成虫は 7月から 8月上旬に出現し，湿地や水田の周りの植物上に見られる．
また，灯火にも飛来する．幼虫は湿地に生息し，落ち葉の表面に付着していることが多い．飼育条
件では，落ち葉などの 間にもぐって蛹化した．ヒラタドロムシ科は一般に流水性であり，湿地の
泥中という生息環境はきわめて特異である．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；林（2009a）；尾原（2009）．

113. チビマルヒゲナガハナノミ Macroeubria lewisi Nakane

（図 51C）
チビマルヒゲナガハナノミ Macroeubria lewisi Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.6―3.2mm（佐藤，1985）．体は幅のある楕円形で体に厚みがある．全体に黒色だが，
肢の色はやや薄くなる．上翅には条溝がある．チビマルヒゲナガハナノミ属の各種はお互いに非常
によく似ており，確実な同定には雄交尾器の検討が必要である．
幼虫．縦長で，尾突起は 2本で後方へ鋭く伸びる．中胸，後胸，腹部背板第 1―7 節の側方板はか
ぎ爪状に後方へ曲がり，先端は尖る．腹部背板第 8節の側方板は後方へ伸び，先端は丸い．背面に
4本の隆起条がある（図 52G）．本種の幼虫は，御勢 （1957）が Helichus sp. HAとして記載された
のが最初で，Lee et al. （1997）のよって成虫との対応が確認された．
生態．幼虫は流水性．成虫は 7月に出現する．山地渓流に生息し，幼虫はハバビロドロムシ属の幼
虫と一緒に流木表面に付着していることが多い．成虫は灯火に飛来する．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．林（2007a）；林ほか（2008）；林（2008a）；林（2009a）；林ほか（2013）；林ほか（2015）．

114. ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus （Matsumura）
（図 51D, E）

ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus （Matsumura）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 5.7―7.7mm（Lee et al., 2003）．体は扁平．雌雄共に触角は櫛ヒゲ状にならず，節の形
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図 51　ヒラタドロムシ科．A，ホンシュウチビマルヒゲナガハナノミ雄；B，ホンシュウチビマルヒゲナガハナ
ノミ雌；C，チビマルヒゲナガハナノミ雄；D，ヒラタドロムシ雄；E，ヒラタドロムシ雌；F，ヒメヒラタドロ
ムシ雄；G，ヒメヒラタドロムシ雌；H，マスダチビヒラタドロムシ雄；I，マスダチビヒラタドロムシ雌．スケー
ルは 1mm．ヒメヒラタドロムシ雌は鳥取県産．その他はすべて島根県産．
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は単純．頭部，前胸背板，上翅は黒色．前胸背板は光沢がまったくないのに対して，上翅には光沢
がある．小顎ひげは雌雄共に頭部の幅より短く，雌の方がより短い．
蛹．蛹化は終齢幼虫の背面側の脱皮殻の中で行われ，蛹は幼虫の殻に対して直角に回転する（佐藤，

図 52　ヒラタドロムシ科．A，ヒメマルヒラタドロムシ幼虫；B，クシヒゲマルヒラタドロムシ幼虫；C，マル
ヒゲナガハナノミ幼虫；D，ヒゲナガヒラタドロムシ幼虫；E，チビヒゲナガハナノミ幼虫；F，ホンシュウチビ
マルヒゲナガハナノミ幼虫；G，チビマルヒゲナガハナノミ幼虫；H，ヒラタドロムシ幼虫；I，ヒメヒラタドロ
ムシ幼虫；J，マスダチビヒゲナガハナノミ幼虫．スケールは 1mm．ヒメマルヒラタドロムシ幼虫は鳥取県産．
その他はすべて島根県産．
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1972）．腹面側の脱皮殻は，尾部側から外に排出されず，殻の中の尾部に残る．前胸背板の前縁は
陣笠にように広がり，頭部の基部を覆い，複眼は隠れる．腹部の側方にはヒレ状の側片がある．腹
部第 6・7 節の側片には先端に穴の空いた突起（気門）があり，脱皮殻の中で回転した際に外側に
露出する．蛹は刺激を与えても腹部を動かすことはない．
幼虫．円形．縁の毛は軟毛状で不揃い．腹部第8節は側片を欠く．表面の模様はかなり変異があり，
かなり明るい色のものから全体に黒くなる個体もいる．腹面側の腹部には 6対のハケ状のエラがあ
る（図 52H）．本種の幼虫は古くから良く知られており，御勢（1955）以降，多くの文献で紹介さ
れており，福田ほか（1959）によっても記載されている．
生態．幼虫は流水性．本土側では斐伊川や神戸川など大きな川に生息するが，隠岐の島後では小規
模河川に生息している．成虫は 7月から 8月に出現し，7 月の下旬には多数の個体が灯火に飛来す
る．成虫は日中，川辺の石の 間などに隠れている．日中でも流れの中から多数の成虫が得られる
ことがある．産卵は水中で行われる．幼虫は上陸してレキ下に潜り込み，石の下面や側面で蛹化
する．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．谷ほか（1982）；門脇（1983）；淀江ほか（1998）；松田・中村（1999）；淀江ほか（2000）；
門脇（2001）；中村ほか（2001）；尾原ほか（2001）；中村・松田（2005）；林ほか（2006）；中村・

図53　クシヒゲマルヒラタドロムシ幼虫の表面構造．走査型電子顕微鏡で撮影．鳥取県産．
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羽尻（2007）；林（2007a）；尾原（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；林（2009a）；亀山ほか
（2009）；林ほか（2011）；林ほか（2015）．

115. ヒメヒラタドロムシ Mataeopsephus maculatus Nomura

（図 51F, G）
ヒメヒラタドロムシ Mataeopsephus maculatus Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 4.8―5.1mm（佐藤，1985）．背面は全体に黒色．体は扁平．雄の体はヒラタドロムシに
比べ明らかに細く，触角や小顎ひげも長い．雌雄共に触角は櫛ヒゲ状にならず，節の形は単純．頭
部，前胸背板，上翅は黒色．前胸背板は光沢がまったくないのに対して，上翅には光沢がある．前
胸背板には，一対の赤色斑が前方中央寄りにあるが，斑紋の大きさに変異がある．
蛹．蛹化は終齢幼虫の背面側の脱皮殻の中で行われ，蛹は幼虫の殻に対して直角に回転する．腹面
側の脱皮殻は，尾部側から外に排出されず，殻の中の尾部に残る．前胸背板の前縁は陣笠にように
広がり，頭部の基部を覆い，複眼は隠れる．腹部の側方にはヒレ状の側片がある．腹部第 6・7 節
の側片には先端に穴の空いた突起（気門）があり，脱皮殻の中で回転した際に外側に露出する．蛹
は刺激を与えても腹部を動かすことはない．
幼虫．腹部の方がやや狭まる逆卵形．縁の毛の長さが揃っている．腹部第 8節は側片を欠く．表面
の模様は変異があるが，かなり明るい色の個体が多い．表面には直立した毛は認められない．腹面
側の腹部には 5対のハケ状のエラがある（図 52I）．ヒラタドロムシの幼虫とは，縁の毛の形状と
エラの数などで区別できるが，見慣れれば体型や胸部の模様（小黒点からなる網目模様）で簡単に
識別できる．
生態．幼虫は流水性．渓流的な環境の河川に生息する．成虫は 8月に出現する．県内や鳥取県にお
ける野外観察では，成虫は日中，流路中にたまったスギの落ち葉の中に潜んでいる．しかし，野外
で雌を確認したことがなく，雄とは異なる場所にいる可能性がある．飼育での観察では昼間は物陰
に隠れているが，夕方になると活発に動き回っていた．幼虫も日中は石の下に隠れているが，夜に
なると動き回る様子を飼育条件で確認している．夏季における野外での幼虫のサイズの組み合わせ
は，明らかに大小の 2つ以上のグループに分かれ，卵から成虫まで 2年以上を要するとみられる．
県内分布．本土部．唐川川水系や田儀川水系で確認されている．
文献記録．林（2007a）；林・中野（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；林（2009a）．

116. マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus （Masuda）
（図 51H, I）

マスダチビヒラタドロムシ Psephenoides japonicus Masuda：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.0―2.4mm（佐藤，1985）．体は柔らかく華奢．全体に薄い黄褐色を帯び，金属光沢を
完全に欠いている．雄の触角は非常に長く，枝ヒゲ状で各節の分枝は細い．雌は雄に比べて体幅が
大きく，触角は短い．
蛹．6 対の長い気管鰓をもち，先端は細かく分岐する．
幼虫．円形で鮮やかな色彩の個体も多い．腹部第 1節から 7節に側板があり，第 8・9 節は側片を
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欠く．腹部背板第 9節は三角形で，先端からハケ状の鰓を露出する（図 52J）．本種の幼虫は桝田
（1935）によって記載されている．
生態．幼虫は流水性．成虫・幼虫共に小型のため目立たないが，河川の中・下流域に広く分布して
おり，特に斐伊川下流域では多い．コンクリート張り水路にも生息可能のため，市街地で見られる
こともある．成虫の出現期は 5月から 8月までと長い．成虫は明らかな夜行性で，雄は水面上に出
たレキの表面を活発に走り回り，雌を探して交尾をする．また，灯火にもよく飛来する．幼虫はレ
キ質の河川に生息し，レキの表面に付着している．蛹化は水中で行われる． 

県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）；林（2009a）；亀山ほか（2009）；林ほか（2011）．

チビドロムシ科 Limnichidae

　水辺に関係した種が多いが，完全な水中生活をする種は確認されていない．島根県では成虫が山
地渓流に多いオオメホソチビドロムシや海岸性のババチビドロムシが確認されているが，本書では
川辺に成虫・幼虫が生息する種のみを扱う．

117. チビドロムシ Limnichus lewisi Nakane

チビドロムシ Limnichus lewisi Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 1.7―1.8mm（佐藤，1985）．体は全体に楕円形．全体に黒色で金属光沢がある．背面に
長い毛が密生する．触角は糸状だが，先端の数節は膨らんでいる．
幼虫．幼虫は未確認．
生態．一般に川辺の砂泥中に生息するとされる（佐藤，1985）．
県内分布．本土部．
文献記録．中村・羽尻（2007）；亀山ほか（2009）．林（2008a）や林（2012b）の記録は次種の誤
同定である．

118. リュウキュウダエンチビドロムシ Pelochares ryukyuensis M. Satô 

（図 54A）
リュウキュウダエンチビドロムシ Pelochares ryukyuensis M. Satô ：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，
1985）．
成虫．体長 2.0―2.1mm（佐藤，1985）．体は全体に楕円形．全体に黒色で金属光沢がある．背面に
毛が密生し，上翅の毛は波線状に配列する．触角は糸状だが，先端の数節は膨らんでいる．
幼虫．幼虫は未確認．
生態．県内では，水田や河川周辺の灯火採集で得ている．成虫および幼虫の生態については不明な
点が多いが，成虫を湿った泥の上で飼育すると，泥の表面を摂食する様子が観察されている．
県内分布．本土部．本種は南西諸島に生息する種とされていたが，本州にも広く分布することが報
告された（伊藤・前原，2017）．この指摘を受け，ホシザキ野生生物研究所に収蔵されている島根
県出雲市産のチビドロムシと同定された標本を再検討したところ，リュウキュウダエンチビドロム
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図 54　チビドロムシ科，ナガドロムシ科，ナガハナノミ科．A，リュウキュウダエンチビドロムシ；B，タテス
ジナガドロムシ；C，タマガワナガドロムシ；D，ナガドロムシ属幼虫；E，クロツヤヒゲナガハナノミ雄；F，
クロツヤヒゲナガハナノミ雌；G―H，エダヒゲナガハナノミ雄；I，エダヒゲナガハナノミ雌；J，ヒゲナガハ
ナノミ雄；K，ヒゲナガハナノミ雌；L，エダヒゲナガハナノミ幼虫；M，ヒゲナガハナノミ幼虫．スケールは
1mm．すべて島根県産．
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シの誤同定であることが判明した．
文献記録．林（2008a）；林（2012b）：※いずれもチビドロムシとして報告．

ナガドロムシ科 Heteroceridae

　河川沿いの灯火採集できわめて多数の成虫が飛来することが多い．島根県内ではタテスジナガド
ロムシとタマガワナガドロムシ，トケジナガドロムシの 3種が確認され，いずれも川辺の砂中に生
息している．成虫は細長く，背面に毛が密生している．前脛節は幅広く，砂に潜り込むのに適した
形態をしている．

119. タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus Thunberg

（図 54B）
タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus Thunberg：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 3.4―4.2mm（佐藤，1985）．背面は黄～赤褐色で，上翅に暗色の複雑な模様がある．斑
紋には変異がある．腹板の腿節線は内側で消滅し，不完全（図 55A）． 

幼虫．本種の幼虫は未確認であるが，本属の幼虫は採集されている（図 54D）．幼虫の頭部，胸部，
腹部の各節に丸みがある．表面には細毛が密生し，長い刺毛が目立つ．各肢の爪は 1本．次種の幼
虫との区別点は不明である．
生態．流水性．川辺の砂泥中に生息する．成虫は灯火に多く飛来する．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．中村・松田（2005）；林（2012b）；林ほか（2013）．

図 55　ナガドロムシ科の腿節線．A，タテスジナガドロムシ（腿節線は不完全）；B，タマガワナガドロムシ（腿
節線は完全：矢印）．
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120. タマガワナガドロムシ Augyles japonicus Kôno

（図 54C）
タマガワナガドロムシ Heterocerus japonicus Kôno：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 2.9―4.2mm（佐藤，1985）．背面は黄～赤褐色で，上翅に暗色の複雑な模様がある．斑
紋には変異がある．腹板の腿節線は完全（図 55B）．上翅の点刻は細かく，乱雑に並ぶ．
幼虫．本種の幼虫は未確認であるが，本属の幼虫は採集されている（図 54D）．
生態．流水性．川辺の砂泥中に生息する．成虫は灯火に多く飛来する．
県内分布．本土部．斐伊川下流域では本種が多く，タテスジナガドロムシは記録されていない．神
戸川下流では両種が同所に生息している．
文献記録．松田・中村（1999）；林（2007a）；林（2008a）；林（2009c）；林（2012b）．

121. トケジナガドロムシ Augyles tokejii （Nomura）
成虫．体長 2.5―3.3mm（平野，2014）．背面は黄～赤褐色で，上翅に暗色の複雑な模様がある．斑
紋には変異がある．腹板の腿節線は完全．上翅の点刻は円形で大きく，やや規則的に並ぶ．
幼虫．本種の幼虫は未確認． 

生態．流水性．川辺の砂泥中に生息する． 

県内分布．本土部．斐伊川中流域でタマガワナガドロムシと同所で採集した．

ナガハナノミ科 Ptilodactylidae

　水生甲虫としてほとんど認識されていないグループである．成虫は陸生で，幼虫は水生と陸生が
いる．水生の幼虫は湿地や渓流，湿岩に生息する．成虫の形態はたいてい細長く，雄の触角が枝ヒ
ゲ状や櫛ヒゲ状になることが多い．幼虫は円筒形または半円筒形をしている．ヒメヒゲナガハナノ
ミ属のタテスジヒメヒゲナガハナノミは中国地方に分布するが，島根県内では未発見である．クリ
イロコヒゲナガハナノミ（図56A, B）やコヒゲナガハナノミ（図56C）の幼虫は土壌性と考えられる．

幼虫の検索
1a 幼虫の体はやや扁平で，背面側に盛り上がり，腹面は平坦．側面に長い毛が密生する
   ヒメヒゲナガハナノミ属（島根県未記録）
1b 幼虫の体は円筒形または半円筒形．体にはやや疎らに毛が生えている   2
2a 腹部は背面からみて 8節が認められる．尾端は細長く伸長する．全体に黒または茶色
   ヒゲナガハナノミ
2b 腹部は背面からみて 9節が認められる．尾端は幅が広く，背面が平坦   3
3a 成長した幼虫には，尾端に 2本の刺（尾突起）がある
   クロツヤヒゲナガハナノミ属（島根県では幼虫未発見）
3b 成長した幼虫には，尾端に 2本の刺（尾突起）がない．全体に橙色
   エダヒゲナガハナノミ
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122. クロツヤヒゲナガハナノミ Auncycteis monticola （Nakane）
（図 54E, F）

クロツヤヒゲナガハナノミ Epilichas monticola Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 8―10mm（佐藤，1985）．背面は全体に黒色で，肢は黄褐色．触角は全体に黒いが各節
の根元や第 1節は黄褐色．オスの触角は櫛ヒゲ状で各節の基部で分岐する．メスの触角は鋸歯状．
幼虫．幼虫は未確認．Auncycteis属の幼虫は 2本の短い尾突起により Epilichas属と区別される．
生態．成虫は 6月頃，山地渓流沿いで見られる．同じ Auncycteis属のエゾヒゲナガハナノミは幼虫
が流水中に生息することから，本種の幼虫も水生であるとみられるが，採集されていない．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2008a）．
備考．本種に近縁なエゾヒゲナガハナノミ Anchycteis brunneicornis （Lewis）の幼虫は Hayashi and 

Nakamura （2008） によって記載されている．

123. エダヒゲナガハナノミ Epilichas fl abellatus fl abellatus （Kiesenwetter）
（図 54G― I）

エダヒゲナガハナノミ Epilichas flabellatus flabellatus （Kiesenwetter）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐
藤，1985）．
成虫．体長 9―11mm（佐藤，1985）．背面は全体が黒色の個体と前胸背板が赤くなるものがいる．
肢は黄褐色．触角は全体に黒いが各節の根元や第 1節は黄褐色．オスの触角は櫛ヒゲ状で各節の基

図 56　ナガハナノミ科の陸生種．A―B，クリイロヒゲナガハナノミ（A，オス；B，メス）；C，コヒゲナガハ
ナノミ（オス）．スケールは 1mm．すべて島根県産．

35

改訂 島根県の水生甲虫（2）



部で分岐する．分岐した枝は長く，やや湾曲する．メスの触角は鋸歯状．
幼虫．体は円筒形で黄褐色．表面は平滑で光沢があり，疎らに毛が生えている．腹部は 9節が認め
られ，末端節の背面側は平坦で縁が隆起する（図 54L）．
生態．成虫は 6―7 月頃，山地渓流沿いで植物の葉上などで見られる．幼虫は渓流に生息し，泥質
分の多い細流や落葉が溜まっている場所に多い．幼虫は刺激を与えると体を丸め，しばらく動か
ない．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2006b）；林（2007a）；林ほか（2008）；林（2008a）．
備考．本種には多くの亜種が記載されている．

124. ヒゲナガハナノミ Paralichas pectinatus （Kiesenwetter）
（図 54J, K）

ヒゲナガハナノミ Paralichas pectinatus （Kiesenwetter）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長 9―10mm（佐藤，1985）．前胸背板は褐色で，中央部を除いた前半が黒い．上翅は全体
に黒い個体と褐色の個体がいる．オスは褐色の個体が多いが，黒い個体も少なくない．メスは黒い．
肢は全体に暗い茶色から黒色．触角は全体に黒いが，部分的に黄褐色．オスの触角は櫛ヒゲ状で各
節の先端付近で分岐する．分岐した枝は長い．メスの触角は鋸歯状．
幼虫．体は円筒形で黒いが，若齢幼虫では色が薄い．表面は光沢がない．腹部は 9節が認められ，
末端節は管状で長い（図 54M）．
生態．幼虫は止水性．成虫は春に水田や湿地の周辺でふつうに見られる．幼虫は泥中に生息する．
野外で採集される幼虫の大きさにはばらつきがあり，成虫になるまでに少なくとも 2年以上を要す
るものとみられる．また，幼虫は尾端を水面に出して呼吸する様子が観察されている．
県内分布．本土部．
文献記録．尾原ほか（2001）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；林（2008a）；林（2009c）．

ドロムシ科 Dryopidae

　ヒメドロムシ科に似た水生甲虫で，国内では 4種が分布している（中島ほか，2020）．成虫は肢
が長く，爪が発達している．幼虫は円筒形で，腹部末端節には鰓蓋がある．成虫は水生だが，幼虫
は土壌性であることが知られている．日本産の水生甲虫類の中で，幼虫が陸上で生活し，成虫が水
中へ戻るのはドロムシ科だけである．

125. ムナビロツヤドロムシ Elmomorphus brevicornis Sharp

（図 57A）
ムナビロツヤドロムシ Elmomorphus brevicornis Sharp：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）．
成虫．体長 3.6―3.9mm（佐藤，1985）．触角が短い．前胸背板は黒く光沢があるが，上翅は細かい
毛が密生しており，光沢が弱い．
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幼虫．初齢幼虫は体長約 1.0mmの円筒形で，腹部末端に鰓蓋があり，気門を欠いている．体長
2.0mmに成長した幼虫には，中胸と腹部第1から7節の側面および第8節の背面側に気門がある（図
57B）．
生態．河川上流から中流に生息する．成虫は，川辺の水中に露出したツルヨシの根際に多く見られ

図 57　ドロムシ科，ヒメドロムシ科．A，ムナビロツヤドロムシ；B，ムナビロツヤドロムシ若齢幼虫；C，ハ
バビロドロムシ；D，イブシアシナガミゾドロムシ；E，アシナガミゾドロムシ；F，ミヤモトアシナガミゾドロ
ムシ；G，ゴトウミゾドロムシ；H，アカモンミゾドロムシ；I，キスジミゾドロムシ．スケールは 1mm．すべ
て島根県産．
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るが，ため池にも生息する．産卵は水中で行われ初齢幼虫も水中で生息するが，やがて上陸して土
壌中で生活する．ヒメドロムシ科の幼虫の様に流路から幼虫が採集されることはない．成虫は灯火
に飛来する．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．片岡ほか（1999）； 野・星川（2000）；中村ほか（2001）；尾原ほか（2001）；林・島
田（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；吉岡（2008）；藤原・沼
田（2009）；林（2009c）；林ほか（2011）．

ヒメドロムシ科 Elmidae

　ドロムシ科に似ているが，小型種が多い．成虫は肢が長く，爪が発達している．幼虫は円筒形で，
腹部末端節には鰓蓋がある．成虫・幼虫共に水生．蛹化は上陸して行われる．ほとんどの種は流水
性であるが，ヨコミゾドロムシはため池に生息することが知られている．いくつかの種は灯火に飛
来する習性があり，川沿いの街灯に無数の成虫が集まることがある．日本産の幼虫は数種が知られ
ているだけだったが，Hayashi and Sota （2010）により山陰産の種について検索が作成されたが，
その後も幼虫の解明は進んでいる．下記の検索とは別に絵解き検索を作成した．

幼虫の検索（主に老齢幼虫）
1a 前基節の後方に大きな板がある   2
1b 前基節の後方に板がない   7
2a 体はいちじるしく扁平．腹部末端節は細長い
   ヨコミゾドロムシ（＝ホソヨコミゾドロムシ）
2b 体は扁平でない．円筒形または半円筒形   3
3a 体の表面は平滑で光沢がある   4
3b 体の表面には鱗状の刺毛や点刻などがあり，光沢が鈍い   5
4a 体は全体に赤色   アカモンミゾドロムシまたはゴトウミゾドロムシ
4b 体はクリーム色で，各節の後縁は黒い
   アシナガミゾドロムシ（＝ミヤモトアシナガミゾドロムシ）
5a 体はクリーム色で背中は暗色．側面に斑模様がある．腹部末端節の背面側は平坦
   アヤスジミゾドロムシ
5b 体はほぼ単色で斑模様はない．腹部末端節の背面側は丸い   6
6a 体は全体に橙色   キスジミゾドロムシ
6b 体は全体に黒色   イブシアシナガミゾドロムシ
7a 背面に 6列の明瞭な顆粒列がある   8
7b 背面に明瞭な顆粒列がない   9
8a 尾端の両側に刺状の突起がある   ハバビロドロムシ
8b 尾端の先端は浅く切れ込み，両側に突起がない   ヒメハバビロドロムシ
9a 側面から見て腹部背面に突起がある   10
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9b 側面からみて腹部背面に突起がない   12
10a 背中の突起は大きなイボ状で，6 列ある．体は全体に黒色で，粗い顆粒に覆われる
   ツヤナガアシドロムシまたはキベリナガアシドロムシ
10b 背中の突起は大きなイボ状でない   11
11b 背面に板状の突起が 6列ある．表面は鱗状の刺毛に覆われる
   ケスジドロムシ（若齢幼虫）
11b 背中の中央に 1列の突起がある   マルヒメドロムシ属
12a 体はきわめて大型で 8mmを超える．表面は鱗状の刺毛に覆われる
   ケスジドロムシ（老齢幼虫）
12b 体は大きくても 5mmを超えない   13
13a 腹部の断面は半円形．生時の体色は黒
   アワツヤドロムシまたはミゾツヤドロムシ（ツヤドロムシの幼虫は未検討）
13b 腹部の断面は丸みのある三角形．生時の体色は薄茶色   ヒメツヤドロムシ属

126. ハバビロドロムシ Dryopomorphus extraneus Hinton

（図 57C）
ハバビロドロムシ Dryopomorphus extraneus Hinton：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 3.8―4.6mm．体型は太い．全体に茶色または焦げ茶色．背面には毛が密生している．
上翅には条溝があり，間室の隆起は明瞭．
幼虫．全体に橙色でやや幅の広い半円筒形（図 62A）．背面に顆粒の列がある．胸部側縁に短い鋸
歯状の突起がある．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．尾突起が明瞭なことでヒメハバビロ
ドロムシの幼虫と区別される（Yoshitomi and Sato, 2005）．
生態．河川の上流から源流に生息する．成虫・幼虫共に水中の流木表面のくぼみにいることが多
い．源流の水がわずかに流れているような場所でも材の下面にしばしば見られる．
県内分布．本土部（佐藤，1985）．
文献記録． 野・星川（2000）；林・島田（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；
林（2008a）；藤原・沼田（2009）；林（2009c）；亀山ほか（2009）．

127. ヒメババビロドロムシ Dryopomorphus nakanei Nomura

ヒメババビロドロムシ Dryopomorphus nakanei Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネ
イチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 2.8―3.6mm（佐藤，1985）．体型は太い．全体に茶色または焦げ茶色．背面には毛が密
生している．上翅には条溝があり，間室の隆起は弱い．ハバビロドロムシとは大きさのほか，間室
の隆起状態で区別できる．
幼虫．全体に橙色でやや幅の広い半円筒形．背面に顆粒の列がある．胸部側縁に鋸歯状の突起があ
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り長い．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．尾突起が不明瞭なこと，胸部側縁の鋸歯状突起
が長いことで，ハバビロドロムシの幼虫と区別されている（Yoshitomi and Satô, 2005）．
生態．上流から源流では，ハバビロドロムシと同様，成虫・幼虫共に水中の流木表面のくぼみにい
ることが多い．一方，河川中流域においては，川辺の水中に露出したツルヨシの根際に生息してい
る．飼育条件では，幼虫は上陸してやわらかい朽ち木に蛹室をつくって蛹化をした．
県内分布．本土部．島根県内では神戸川水系で幼虫の記録があるほかは，追加の記録がない．
文献記録．片岡ほか（1999）；林ほか（2011）．

128. イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica Nomura

（図 57D）
イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネ
イチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 2.8―3.0mm（佐藤，1985）．全体に黒色．体はやや太短く，肩は明瞭．前胸背板にくび
れはない．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は明瞭．肢はやや長い．
幼虫．体は全体に半円筒形．黒色で光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がある（図
62B）．
生態．河川の中流から下流に生息する．主に礫の多い河川で見られるが，斐伊川下流のような砂質
河床の河川にも生息する．成虫はすべて長翅型で灯火に飛来する．
県内分布．本土部．
文献記録．中村ほか（2001）；尾原ほか（2001）；中村・松田（2005）；林（2006d）；林・島田
（2006）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；吉岡（2007）；尾原（2007）；林ほか（2008）；林
（2008a）；吉岡（2008）；林（2009c）；亀山ほか（2009）；林ほか（2011）．

129. アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris Nomura

（図 57E, F）
アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
ミヤモトアシナガミゾドロムシ Stenelmis miyamotoi Nomura et Nakane：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐
藤，1985）．
成虫．体長 2.7―2.9mm（佐藤，1985）．全体に黒色．体はやや細長く，肩は明瞭．前胸背板にくび
れがある．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は明瞭．肢はいちじるしく長い．翅多型があり，無翅
型（ミヤモトアシナガミゾドロムシ）の体はやや細長く，肩は不明瞭．
幼虫．体は全体に半円筒形．全体にクリーム色で暗色の帯がある．表面は平滑．前胸の腹面は，前
基節の後ろに板がある（図 62C）．
生態．河川の中・下流に生息する．礫質河川のほか，砂質河川にも生息する．成虫・幼虫共にツル
ヨシの根際や流木表面でよく見られる．成虫は6月から9月頃までみられ，長翅型は灯火に飛来する．
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県内分布．本土部．
文献記録．淀江ほか（1998）；松田・中村（1999）； 野・星川（2000）；中村ほか（2001）；中村・
松田（2005）；林・島田（2006）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；
林（2008a）；吉岡（2008）；林（2009c）；藤原・沼田（2009）；亀山ほか（2009）；林ほか（2011）．
備考．次種のミヤモトアシナガミゾドロムシは本種の無翅個体であることが判明した（Hayashi 

and Yoshitomi, 2014）．

130. ゴトウミゾドロムシ Ordobrevia gotoi Nomura

（図 57G）
ゴトウミゾドロムシ Ordobrevia gotoi Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネイチャー
ガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長1.9―2.0mm（佐藤，1985）．全体に黒色．体はやや細長く，肩はあるがあまり目立たない．
前胸背板は顆粒に覆われ，くびれがない．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は明瞭．肢はやや長い
程度．
幼虫．体は全体に半円筒形．全体に橙色．表面は平滑．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がある．
生態．河川の中流から上流に生息する．県内での分布はやや局地的で，斐伊川水系では上流部に生
息するが，神戸川水系ではほぼ流域全域で見られる．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録． 野・星川（2000）；林・島田（2006）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；吉岡（2007）；
林（2008a）；吉岡（2008）；林（2009c）；林ほか（2011）．
備考．幼虫はアカモンミゾドロムシ（図 62D）によく似ており，区別には剛毛の長さを観察する必
要がある．

131. アカモンミゾドロムシ Ordobrevia maculata （Nomura）
（図 57H）

アカモンミゾドロムシ Ordobrevia maculata （Nomura）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；
「福岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 1.9―2.2mm（佐藤，1985）．全体に黒色だが，上翅の基部と先端部が赤い．体はやや太
短く，肩は明瞭．前胸背板は顆粒に覆われ，くびれがない．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は明
瞭．肢はやや長い程度．
幼虫．体は全体に半円筒形．全体に橙色．表面は平滑．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がある（図
62D）．
生態．河川の上流に生息する．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．林・島田（2006）；林（2007a）；林・中野（2007）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；
林（2008a）；吉岡（2008）；藤原・沼田（2009）；林（2009c）；林ほか（2011）．
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132. キスジミゾドロムシ Ordobrevia foveicollis （Schönfeldt）
（図 57I）

キスジミゾドロムシ Ordobrevia foveicollis （Schönfeldt）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネ
イチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 3.0―3.3mm（佐藤，1985）．全体に黒色だが，上翅に黄色い縦スジの模様があるほか，
肩と翅端に黄色い模様がある．体はやや細長く，肩は明瞭．前胸背板にくびれがある．触角は糸状
で長い．上翅の点刻列は明瞭．肢はいちじるしく長い．
幼虫．体は全体に半円筒形．橙色で光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がある（図
62E）．
生態．河川の中・下流に生息する．灯火によく飛来する種であるため普通種の印象があるが，河川
中で多くの個体が採集されることは少なく，出現時期も 7月から 8月と短い．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．門脇（1983）；門脇（2001）；淀江ほか（1998）；松田・中村（1999）；中村ほか（2001）；
中村・松田（2005）；林・島田（2006）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；吉岡（2007）；尾原
（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；藤原・沼田（2009）；林（2009c）；亀山ほか（2009）；林
ほか（2011）．

133. ヨコミゾドロムシ Leptelmis gracilis Sharp

（図 58A, B）
ヨコミゾドロムシ Leptelmis gracilis Sharp：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福岡県の水生
昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
ホソヨコミゾドロムシ Leptelmis parallela Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
成虫．体長2.6―3.0mm（佐藤，1985）．全体に黒色．上翅に黄色い縦スジの模様があるが，不明瞭．
体はやや細長く，無翅型の肩は不明瞭で，後翅を欠く．長翅型は肩が明瞭で，発達した後翅がある．
前胸背板に顕著なくびれと横溝がある．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は明瞭．肢はいちじるし
く長い．
幼虫．体は全体に扁平で，胸部の幅が広い．橙色で光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板
がある（図 62F）．
生態．河川の中流から下流に生息する．成虫・幼虫ともにツルヨシの根際や流木の表面にいる．
ため池にも生息する．長翅型は灯火に飛来する．幼虫は体を曲げることにより，遊泳ができる（Ha-

yashi and Sota, 2018）．
県内分布．本土部．
文献記録．林・島田（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；吉岡
（2008）；藤原・沼田（2009）；佐藤（2009b）；林ほか（2011）．
備考．ホソヨコミゾドロムシは本種の有翅個体であることが判明した（Hayashi and Yoshitomi, 

2014）．
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図 58　ヒメドロムシ科．A―B，ヨコミゾドロムシ（B，長翅型：旧ホソヨコミゾドロムシ）；C，アヤスジミゾ
ドロムシ；D，クロサワドロムシ；E，セマルヒメドロムシ；F，ハガマルヒメドロムシ； G，スネグロマルヒメ
ドロムシ；H― I，タテスジマルヒメドロムシ．スケールは 1mm．Eは鳥取県産；その他は島根県産．
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134. アヤスジミゾドロムシ Graphelmis shirahatai （Nomura）
（図 58C）

アヤスジミゾドロムシ Graphelmis shirahatai （Nomura）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネ
イチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 3.4―3.7mm（佐藤，1985）．全体に黄色だが，上翅の点刻列に沿って黒条がある．体は
やや細長く，肩は明瞭．前胸背板にくびれがない．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は明瞭．肢は
いちじるしく長く，爪が大きい．
幼虫．体は全体に半円筒形．全体にクリーム色で背中や側面にまだら模様があり，光沢がない．前
胸の腹面は，前基節の後ろに板がある（図 62G）．
生態．河川の中流から下流に生息する．成虫・幼虫ともに流木の表面にいる．成虫は灯火に飛来す
る．成虫の出現時期は 7月から 9月．
県内分布．本土部．斐伊川水系および神戸川水系．
文献記録．林・島田（2006）；Hayashi （2007）；林（2007a）；林ほか（2008）；林（2008a）；林ほ
か（2011）．

135. クロサワドロムシ Neoriohelmis kurosawai Nomura

（図 58D）
クロサワドロムシ Neoriohelmis kurosawai Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長3.8―4.1mm（佐藤，1985）．体は全体に楕円形．黒色で光沢が強い．触角は糸状で長い．
上翅の点刻列は条溝を伴う．
幼虫．幼虫は体が橙色で，大型．前胸の背面に広い平滑部があり，この特徴で他のヒメドロムシ科
とは容易に区別できる．
生態．上流域の水量の多い河川に生息する．島根県内ではまれで，複数の個体が同時に採集される
ような場所は少ない．幼虫は大きめの礫下から見つかり，底質のやや深い場所に潜っているようで
ある．
県内分布．本土部．
文献記録．片岡ほか（1999）； 野・星川（2000）；林（2007a）；吉岡（2007）；吉岡（2008）；
林ほか（2011）．

136. セマルヒメドロムシ Orientelmis parvula （Nomura）
（図 58E）

セマルヒメドロムシ Cleptelmis parvula Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）．
セマルヒメドロムシ Orienelmis parvula （Nomura）：「福岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）．
セマルヒメドロムシ Orientelmis parvula （Nomura）：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほ
か，2020）．
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成虫．体長 1.4―1.6mm（Hayashi et al., 2019）．体は全体に半円形で，上翅先端付近がやや尖る．左
右上翅に 4つの斑紋がある．微小だが，小型種が多いヒメツヤドロムシに比べて体の幅が広く短く
見えることから，識別は容易である．
幼虫．幼虫は体が暗橙色で，黒色の斑紋がある．前胸背面の前方 1/2 が明るい橙色で目立つ．また
腹部末端節は先端に2つの鋭い突起がある．腹部側片が1―6節までしかない．これらの特徴により，
日本産の他属とは容易に区別できる．
生態．主にツルヨシなど水辺に生える植物根が流路の壁に露出しているような環境に生息し，成虫
や幼虫は細かな根の絡んだ場所に潜っていることが多い．
県内分布．本土部．
文献記録．Hayashi et al. （2019）．

137. ハガマルヒメドロムシ Optioservus hagai Nomura

（図 58F）
ハガマルヒメドロムシ Optioservus hagai Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福岡県
の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 2.2―2.5mm（佐藤，1985）．体は全体に楕円形で，背面側にいちじるしく盛り上がる．
黒色で光沢が強いが，上翅の基部と先端に黄褐色の紋がある．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は
条溝を伴う．
幼虫．体は全体に黒色で光沢がない．体の断面は三角形．背中の中央は稜線状に隆起する．前胸の
腹面は，前基節の後ろに板がない．
生態．県内では山地の渓流や山間のやや流れの緩い沢で採集されている．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
文献記録．林（2007a）；林（2008a）；藤原・沼田（2009）；林ほか（2011）；Kamite （2015）．

138. スネグロマルヒメドロムシ Optioservus occidens Kamite

（図 58G）
スネグロマルヒメドロムシ Optioservus occidens Kamite：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中
島ほか，2020）．
成虫．体長 2.1―2.3mm（Kamite, 2015）．体は全体に長楕円形で．背面は黒色で上翅に 4つの橙色
斑紋がある．まれに橙色の広がった個体が出現するが，島根県内では未確認．触角は糸状で長い．
上翅の点刻列は条溝を伴う．脛節は黒い．
幼虫．島根県内で幼虫は未確認．
生態．島根県内では，西中国山地の河川源流に生息している．
県内分布．本土部．
文献記録．Kamite （2015）．
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139. タテスジマルヒメドロムシ Optioservus ogatai Kamite

（図 58H, I）
タテスジマルヒメドロムシ Optioservus ogatai Kamite：「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島
ほか，2020）．
成虫．体長 2.1―2.3mm（Kamite, 2015）．体は全体に楕円形で．背面は黒色で光沢が強いが，まれ
に橙色の個体が出現する．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は条溝を伴う．脛節が赤みを帯びる．
幼虫．体は全体に黒色で光沢がない．体の断面は三角形．背中の中央は稜線状に隆起する．前胸の
腹面は，前基節の後ろに板がない．
生態．島根県内では，中国山地の河川源流に生息している．次種のコマルヒメドロムシよりも分布
が限られており，より水温の低い場所を好むのではないかと考えられる． 

県内分布．本土部．鳥取県の大山および岡山県の蒜山には，本種によく似ているがより大型のダイ
センマルヒメドロムシ Optioservus masakazui Kamiteが分布している（Kamite, 2015）．
文献記録．林（2007a）；吉岡（2007）；林（2009c）；林（2011）；Kamite （2015）．

140. コマルヒメドロムシ Optioservus yoshitomii Kamite

（図 59A）
成虫．体長 2.3―2.5mm（Kamite, 2015）．体は全体に楕円形でやや細い．黒色で光沢が強いが，上
翅の肩部と先端に黄褐色の紋がある．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は条溝を伴う．
幼虫．体は全体に黒色で光沢がない．体の断面は三角形．背中の中央は稜線状に隆起する．前胸の
腹面は，前基節の後ろに板がない（図 63A）．
生態．河川の上流に生息する．上流に生息する Optioservus属の中ではもっとも個体数が多い種で
ある．
県内分布．本土部．島根県産の本種は，セアカヒメドロムシ Optioservus maculatus Nomuraとして
報告されていたが，Kamite（2015）により新種として記載された．真の O. maculatus Nomuraは
中国地方に分布している可能性は低い．
文献記録．林・島田（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林（2009c）；Kamite （2015）．

141. ツヤヒメドロムシ Optioservus nitidus Nomura

（図 59B）
ツヤヒメドロムシ Optioservus nitidus Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネイチャー
ガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.5―1.7mm（佐藤，1985）．体は全体に楕円形でやや細い．黒色で光沢が強いが，上翅
の肩部と先端に黄褐色の紋がある．触角は糸状で長い．上翅の点刻列は条溝を伴う．
幼虫．体は全体に黄褐色で光沢がない．体の断面は三角形．背中の中央は稜線状に隆起する．前胸
の腹面は，前基節の後ろに板がない（図 63B）．
生態．河川の上流から中流まで広く生息する．瀬に多い．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．
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図59　ヒメドロムシ科．A，コマルヒメドムシ（前報でセアカヒメドロムシとして記載）；B，ツヤヒメドロムシ；
C，ケスジドロムシ；D，キベリナガアシドロムシ；E，ツヤナガアシドロムシ；F，ホソヒメツヤドロムシ；G，
マルヒメツヤドロムシ；H，ヒメツヤドロムシ； I，サンヒンヒメツヤドロムシ．スケールは 1mm．すべて島根
県産．
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文献記録．林・島田（2006）；林ほか（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林（2008a）；吉岡
（2008）；藤原・沼田（2009）；林（2009c）；林ほか（2011）．

142. ケスジドロムシ Pseudamophilus japonicus Nomura

（図 59C）
ケスジドロムシ Pseudamophilus japonicus Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 4.8―5.3mm（佐藤，1985）．体は長い楕円形．全体に黒色または焦げ茶色．上翅に点刻
列があり，間室に毛が生えている．
幼虫．全体に黒色または茶色で，光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない（図 63C―
E）．若齢幼虫には顕著な縦の隆起が背面にある（図63D, E）が，成長するに従って隆起がなくなり，
体は半円筒形になる．尾端には顕著な三角形の切れ込みがある．
生態．流水性．河川の上流から下流まで広く生息する．成虫・幼虫ともに水中にある流木について
いることが多い．小型の幼虫は，川辺の水中に露出したツルヨシの根際にも生息している．
県内分布．本土部．
文献記録．片岡ほか（1999）；尾原ほか（2001）；林（2007a）；吉岡（2007）；吉岡（2008）；林
（2009c）；尾原（2009）；林ほか（2011）．

143. キベリナガアシドロムシ Grouvellinus marginatus （Kôno）
（図 59D）

キベリナガアシドロムシ Grouvellinus marginatus （Kôno）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，
1985）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 2.0―2.2mm（佐藤，1985）．体はやや太短く，肩は明瞭．背面は全体に黒色で銅入銅色
の金属光沢がある．前胸背板はやや平坦（図 60A）で，表面は革皮状．
幼虫．腹部背面に顕著な突起がある．全体に黒色．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．突起
の形状は成長による変化は少ない．ツヤナガアシドロムシの幼虫（図 63F）との区別点は明らかで
ない．
生態．流水性．河川の中・下流に生息する．斐伊川の下流では流木表面で見られることが多い．成
虫は灯火に多数飛来することがある．
県内分布．本土部．
文献記録． 野・星川（2000）；林・島田（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；
林（2008a）；吉岡（2008）；亀山ほか（2009）；林ほか（2011）．

144. ツヤナガアシドロムシ Grouvellinus nitidus Nomura

（図 59E）
ツヤナガアシドロムシ Grouvellinus nitidus Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
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岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 2.1―2.3mm（佐藤，1985）．体はやや太短く，肩は明瞭．背面は全体に黒色で銅入銅色
の金属光沢がある．前胸背板は側面からみると丸みがある（図 60B）．表面は光沢が強いが，光沢
がない個体もいる．
幼虫．腹部背面に顕著な突起がある．全体に黒色．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない（図
63F）．突起の形状は成長による変化は少ない．
生態．流水性．河川の上流に生息する．流水中の岩に鮮類が生えている場所に多い．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．淀江ほか（1998）；松田・中村（1999）； 野・星川（2000）；中村・松田（2005）；林・
島田（2006）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；吉岡（2007）；小早川・大浜（2007）；林ほか
（2008）；林（2008a）；吉岡（2008）；林（2009c）；藤原・沼田（2009）；林ほか（2011）．

図60　ナガアシロドロムシ属の比較．A，キベリナガアシドロムシ；B，ツヤナガアシドロムシ．

49

改訂 島根県の水生甲虫（2）



145. ホソヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria gotoi （Nomura）
（図 59F）

ホソヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria gotoi （Nomura）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネ
イチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.2―1.6mm（Hayashi and Yoshitomi, 2015）．体は細長い．背面は黒色で光沢があり，
上翅の縁が黄色または白い．
幼虫．幼虫は小型で，淡褐色．マルヒメツヤドロムシやヒメツヤドロムシによく似ている．
生態．流水性．主に河川の上流から中流に生息している．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．林・島田（2006）；林（2007a）；林・中野（2007）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；
林（2008a）；藤原・沼田（2009）；林（2009c）；林ほか（2011）；Hayashi and Yoshitomi （2015）．

146. マルヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria ovata （Nomura）
（図 59G）

マルヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria ovata （Nomura）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福
岡県の水生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，
2020）．
成虫．体長 1.1―1.5mm（Hayashi and Yoshitomi, 2015）．体はやや太短い．前胸背板は黒色で光沢
がある．上翅は赤褐色または黒色で光沢が鈍い．
幼虫．体は全体に黄褐色で光沢がない．体の断面は丸みを帯びた三角形．背中の中央は稜線状に
隆起する．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．腹部第 1節の幅は厚さをほぼ同じ長さ（図
63G）．
生態．流水性．主に河川の上流部に生息している．
県内分布．本土部．隠岐の記録はすべてサンインヒメツヤドロムシに同定され，過去の隠岐のマル
ヒメツヤドロムシの記録は抹消する．
文献記録．林・島田（2006）；林（2007a）；林・中野（2007）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；
林（2008a）；吉岡（2008）；林ほか（2011）；Hayashi and Yoshitomi （2015）．※過去のマルヒメツ
ヤドロムシの記録にはサンインヒメツヤドロムシの記録が混じっている可能性がある．

147. ヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria brevis （Nomura）
（図 59H）

ヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria brevis （Nomura）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネイ
チャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.3―1.6mm（Hayashi and Yoshitomi, 2015）．体は細長い．背面は黒色で光沢があり，
上翅の中央部に赤褐色の縦長の斑紋がある．
幼虫．幼虫は未確認．
生態．流水性．マルヒメツヤドロムシやホソヒメツヤドロムシと混生することもあるが，より下流
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に生息することが多い．
県内分布．本土部．
文献記録． 野・星川（2000）；林・島田（2006）；林（2007a）；吉岡（2007）；林（2008a）；吉
岡（2008）；林（2009c）；林ほか（2011）；Hayashi and Yoshitomi （2015）．

148. サンインヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria sotai Hayashi et Yoshitomi

（図 59I）
サンインヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria sotai Hayashi et Yoshitomi：「ネイチャーガイド 日本の水
生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.2―1.4mm（Hayashi and Yoshitomi, 2015）．体はやや太短い．前胸背板は黒色で光沢
がある．上翅は赤褐色または黒色で光沢が鈍い．
幼虫．体は全体に黄褐色で光沢がない．体の断面は丸みを帯びた三角形．背中の中央は稜線状に隆
起する．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．腹部第 1節の幅は厚さをほぼ同じ長さ．
生態．流水性．主に小河川の中下流部に生息している．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島，中ノ島，知夫里島）．
文献記録．林・島田（2006）；藤原・沼田（2009）［ヒメツヤドロムシ属の一種 Zaitzeviaria sp.と
して記録］；Hayashi and Yoshitomi （2015）．

149. アワツヤドロムシ Zaitzevia awana （Kôno）
（図 61A）

アワツヤドロムシ Zaitzevia awana （Kôno）：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネイチャー
ガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
成虫．体長 1.8―2.1mm（佐藤，1985）．背面は黒色で金属光沢が強く（新成虫は赤みが強く，越冬
後の成虫は光沢が弱い），上翅の外側の間室は白または黄色．上翅の点刻列の点刻は，基部で小さ
く，中央付近で大きくなる．
幼虫．全体に黒色または茶色で，光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．尾端の切
れ込みは小さい（図 63H）．ミゾツヤドロムシの幼虫（図 63I）との区別点は明らかでないが，形
態で区別するのは難しいと考えられる．
生態．流水性．河川の中・下流域の瀬に生息する．
県内分布．本土部．
文献記録．中村・松田（2005）；林・島田（2006）；中村・羽尻（2007）；林（2007a）；吉岡（2007）；
林ほか（2008）；林（2008a）；吉岡（2008）；藤原・沼田（2009）；林（2009c）；林ほか（2011）．

150. ツヤドロムシ Zaitzevia nitida Nomura

（図 61B）
ツヤドロムシ Zaitzevia nitida Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「ネイチャーガイ
ド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．
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成虫．体長 1.7―1.8mm（佐藤，1985）．背面は黒色で金属光沢が強く，上翅の外側の間室は白また
は黄色．上翅の点刻列の点刻は，基部から中央付近で大きく，間室の光沢が強い．アワツヤドロム
シやミゾツヤドロムシに比べて体が細い．
幼虫．幼虫は未確認．
生態．流水性．中流から上流に生息するが，局地的である．
県内分布．本土部．
文献記録．淀江ほか（1998）； 野・星川（2000）；中村ほか（2001）；中村・松田（2005）；中村・
羽尻（2007）；林（2009c）；亀山ほか（2009）．
備考．斐伊川水系から記録があるが，筆者の調査では確認できなかった．

151. ミゾツヤドロムシ Zaitzevia rivalis Nomura

（図 61C）
ミゾツヤドロムシ Zaitzevia rivalis Nomura：「原色日本甲虫図鑑 II」（佐藤，1985）；「福岡県の水
生昆虫図鑑」（井上・中島，2009）；「ネイチャーガイド 日本の水生昆虫」（中島ほか，2020）．

図 61　ヒメドロムシ科．A，アワツヤドロムシ；B，ツヤドロムシ；C，ミゾツヤドロムシ；D―E，ヒョウタン
ヒメドロムシ．スケールは 1mm．すべて島根県産．
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図 62　ヒメドロムシ科．A，ハバビロドロムシ幼虫；B，イブシアシナガミゾドロムシ幼虫；C，アシナガミゾ
ドロムシ幼虫；D，アカモンミゾドロムシ幼虫；E，キスジミゾドロムシ幼虫；F，ヨコミゾドロムシ属幼虫；
G，アヤスジミゾドロムシ幼虫．スケールは 1mm．すべて島根県産．
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図 63　ヒメドロムシ科．A，マルヒメドロムシ属幼虫；B，ツヤヒメドロムシ幼虫；C，ケスジドロムシ老齢幼
虫；D―E，ケスジドロムシ若齢幼虫；F，ツヤナガアシドロムシ幼虫；G，マルヒメツヤドロムシ幼虫；H，ア
ワツヤドロムシ幼虫；Iミゾツヤドロムシ幼虫．スケールは 1mm．マルヒメドロムシ属幼虫，ツヤヒメドロムシ
幼虫，ツヤナガアシドロムシ幼虫は鳥取県産．その他は島根県産．
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成虫．体長 2.1―2.3mm（佐藤，1985）．背面は黒色で金属光沢があり，上翅の外側の間室は白また
は黄色．上翅の点刻列の点刻は，基部から中央付近で大きく，間室の光沢が鈍い．
幼虫．全体に黒色または茶色で，光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．尾端の切
れ込みは小さい（図 63I）．
生態．流水性．渓流的な環境の河川の瀬に生息する．
県内分布．本土部．
文献記録． 野・星川（2000）；中村・松田（2005）；林・島田（2006）；林（2007a）；林・中野
（2007）；吉岡（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；吉岡（2008）；林（2009c）；藤原・沼田
（2009）；林ほか（2011）．

152. ヒョウタンヒメドロムシ Podonychus gyobu Yoshitomi et Hayashi

（図 61D, E）
成虫．体長 1.2―1.4mm（Yoshitomi and Hayashi, 2020）．背面は褐色で金属光沢があり，上翅の外
側の間室は白または黄色．体型は前胸と上翅基部の境界が明瞭に狭まり，瓢箪型．上翅の点刻列の
点刻は明瞭で，第 8間室に顆粒列がある．
幼虫．全体に茶色で，光沢がない．前胸の腹面は，前基節の後ろに板がない．尾端に切れ込みや突
起はない．
生態．流水性．斐伊川下流のダンチクやヤナギ類の根際で成虫と幼虫が採集されている．
県内分布．本土部．
文献記録．石山ほか（2020）． 

ホタル科 Lampyridae

　発光生物として有名な昆虫である．島根県内には 9種が確認されているが，幼生期に水棲生活を
するのはゲンジボタルとヘイケボタルの 2種のみである．

153. ゲンジボタル Luciola cruciata Motschulsky

（図 64A）
ゲンジボタル Luciola cruciata Motschulsky：「原色日本甲虫図鑑 III」（佐藤，1985）．
成虫．体長 10―16mm（佐藤，1985）．複眼が大きい．前胸背板は赤く，正中に黒の縦線があり，
その中央に菱形の黒い斑紋がある．上翅は黒い． 

幼虫．頭部は小さい．腹部側面に肉質の突起（気管鰓）がある．前胸の黒色部は菱形で幅広い（図
64C）．
生態．主に河川の中流に生息する．幼虫はカワニナ類を捕食する．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島）．
文献記録．谷ほか（1982）；門脇（1983）；福井（1994）；淀江ほか（1998）；松田・中村（1999）；
片岡ほか（1999）； 野・星川（2000）；門脇（2001）；中村・松田（2005）；中村・羽尻（2007）；
林・中野（2007）；林ほか（2008）；林（2008a）；林ほか（2011）．
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154. ヘイケボタル Luciola lateralis Motschulsky

（図 64B）
ヘイケボタル Luciola lateralis Motschulsky：「原色日本甲虫図鑑 III」（佐藤，1985）．
成虫．体長7―10mm（佐藤，1985）．複眼が大きい．前胸背板は赤く，正中に黒の太い縦線がある．
上翅は黒い．
幼虫．頭部は小さい．腹部側面に肉質の突起（気管鰓）がある．前胸の黒色部は縦長で狭い（図
64D）．
生態．主に河川の中流や小さな水路に生息する．幼虫はモノアラガイやサカマキガイを捕食する．
ゲンジボタルの幼虫と同所に生息することもあるが，より水量が少なく流れが緩やかな泥質の水域
に生息することが多い．
県内分布．本土部；隠岐（島後，西ノ島，中ノ島，知夫里島）．
文献記録．門脇（1983）；淀江ほか（1998）；松田・中村（1999）；門脇（2001）；中村・松田（2005）；
川野ほか（2006）；林（2006d）；中村・羽尻（2007）；林ほか（2008）；林ほか（2011）．

ハムシ科 Chrysomelidae

　主に陸上植物を寄主とする甲虫であるが，ネクイハムシ亜科は幼虫が水面下で水生植物の根を食
べるという特異な生態をもっている．ネクイハムシ亜科の幼虫は腹部第 8節背板に 針状の突起が

図 64　ホタル科．A，ゲンジボタル；B，ヘイケボタル；C，ゲンジボタル幼虫；D，ヘイケボタル幼虫．スケー
ルは 1mm．すべて島根県産．
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あり，これを植物の根などの組織に差し込むことにより酸素を得ている．成虫は通常，陸上で植物
の葉や花粉を食べるが，キイロネクイハムシ族のように成虫も水中生活をするものもいる．

155. アキミズクサハムシ（アキネクイハムシ）
Plateumaris akiensis Tominaga et Katsura

（図 65A）
成虫．小型だが特にメスで肩幅が広い．前胸背板は背面側に丸く隆起し，背面は密に細かく不規則
に点刻される．附属肢は 2色または赤褐色．オス交尾器背片に隆起部がある．オス交尾器骨片（内
袋）の側包板の外側には鋸歯状の突起があり，中央突起は長く，その先端は側包板の先端より突出
する．産卵管は短く，波形の粗い鋸歯があり，先端部の角度は鈍角で，先端は突出する．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．山間の湿地に生息する．主な寄主植物はカヤツリグサ科のスゲ類．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2007a）．

156. キヌツヤミズクサハムシ（スゲハムシ） Plateumaris sericea （Linnaeus）
（図 65B）

スゲハムシ Plateumaris sericea （Linnaeus）：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
成虫．前胸背板には横シワが発達し，中央縦溝は深く連続する．背面は金属光沢があり，色彩変異
が大きい．肢は全体に金属色．後腿節の歯は大きく，幅がある．触角第 3節は第 2節よりわずかに
長い．オスの尾節板の先端は明瞭に窪む．オス交尾器骨片の中央突起の先端は丸い．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．山間の湿地に生息する．主な寄主植物はカヤツリグサ科のスゲ類．成虫は訪花性があり，湿
生植物の花に集まる．
県内分布．本土部．
文献記録．野尻湖昆虫グループ（1985）．

157. クロガネネクイハムシ Donacia fl emola Goecke

（図 65C）
クロガネネクイハムシ Donacia flemola Kimoto：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
成虫．体色は付属肢も含めて黒く，光沢がある．上翅間室のシワは弱く，後腿節には大きな歯が
ある．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．山間の湿地に生息する．主な寄主植物はカヤツリグサ科のスゲ類．
県内分布．本土部．
文献記録．野津・中野（2017）．
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図 65　ハムシ科ネクイハムシ亜科，ゾウムシ科カギアシゾウムシ亜科．A，アキミズクサハムシ；B，キヌツヤ
ミズクサハム（スゲハムシ）；C，クロガネネクイハムシ；D，キンイロネクイハムシ；E，カツラネクイハム
シ；F，ツヤネクイハムシ；G，イネネクイハムシ；H，ガガブタネクイハムシ；I，キンイロネクイハムシ幼虫；
J，バッキンガムカギアシゾウムシ；K，フタホシカギアシゾウムシ．E, I―K，スケール 1mm．
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158. キンイロネクイハムシ Donacia japana Chûjô et Goecke

（図 65D）
キンイロネクイハムシ Donacia japana Chûjô et Goecke：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
成虫．前胸背板には粗い点刻と横シワがある．上翅の基部および中央部～翅端部に赤または青色の
斑がある．間室に密な横シワがある．翅端は幅広い切断状．肢は長い．後腿節に 1つの鋭く尖った
歯がある．背片は細長い．
幼虫．幼虫は全体に白色．肢は短い．腹部第 8節背面に 2本の突起を持つ（図 65I）．本種の幼虫
は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．ため池に生息する．寄主植物はミクリ科のミクリ類．
県内分布．本土部．
文献記録．木村・林原（1995）；星川・小倉（1998）；中村・羽尻（2007）；林（2009c）．

159. カツラネクイハムシ Donacia katsurai Kimoto

（図 65E）
カツラネクイハムシ Donacia katsurai Kimoto：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
成虫．複眼は大きい．肢は短く，腿節の基部も金属色．前胸背板は粗く点刻される．上翅間室は密
な横シワがあるが，浅い．陰茎先端部のくびれがあり，先端に小さな突起がある．骨片の中央突起
はやや長く，直線的に前方へ伸長する．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．山間の湿地に生息する．主な寄主植物はカヤツリグサ科のスゲ類やハリイ類．
県内分布．本土部．
文献記録．林・吉富（2016）．

160. ツヤネクイハムシ Donacia nitidior （Nakane）
（図 65F）

ツヤネクイハムシ Donacia nitidior （Nakane）：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
成虫．複眼は小さい．肢は短く，腿節の基部は赤褐色．前胸背板は粗く点刻される．上翅間室は密
な横シワがあるが，浅い．陰茎先端部のくびれは浅く，先端に小さな突起がある．骨片の中央突起
は太短く，下方に向かって曲がる．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．山間の湿地に生息する．主な寄主植物はカヤツリグサ科のスゲ類．
県内分布．本土部．
文献記録．林（2006c）；林（2007a）．

161. イネネクイハムシ Donacia provostii Fairmaire

（図 65G）
イネネクイハムシ Donacia provostii Fairmaire：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
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成虫．複眼は大きく突出する．触角第 3節は第 2節より短く，第 4節は第 5節より短い．前胸背板
は横長の四角形で，細かな横シワと細点刻に覆われる．上翅は光沢があり，会合部間室は平滑．他
の間室は平滑だが，上翅の側方と翅端はシワがある．翅端は幅広い切断状．腹部腹板第 1節は一対
のコブ状隆起がある．肢は長く，2 色．後腿節は細長く，雌雄共に 1つの大きな歯がある．メスの
尾節板は長い．陰茎先端にはくびれがあり，先端に小突起がある．背片は楕円形で先端は丸い．
幼虫．県内では未確認．本種の幼虫は Narita （2003）によって詳しく記載されている．
生態．ため池に生息する．スイレン科などの浮葉植物が寄主植物であり，県内ではアサザとハスか
ら採集されている．
県内分布．本土部；隠岐（島後）．隠岐では近年の記録が無い．
文献記録．門脇（1983）；福井（1994）；林（2004b）；中村・松田（2005）．

162. ガガブタネクイハムシ（ネクイハムシ，トゲアシネクイハムシ）
Donacia lenzi Shönlfeldt

（図 65H）
ネクイハムシ Donacia lenzi Shönlfeldt：「原色日本甲虫図鑑 IV」（木元，1984）．
成虫．複眼は大きく突出する．触角の第 3節と第 2節はほぼ同長．前胸背板は横長の四角形で，前
側面の隆起は不明瞭．背面は細かな横シワと細点刻に密に覆われる．上翅は金属光沢が強く，会合
部間室は平滑で，他の間室は平滑だが上翅側方と翅端付近では横シワを伴う．翅端は幅広い切断
状．オスの腹部第 1腹節には一対のコブ状突起がある．肢は長く，2 色．メスの後腿節は太く，歯
が多い．メスの尾節板は縦に長い．陰茎先端部にはくびれがあり，先端に小突起がある．背片は幅
があり，全体に縦長の楕円形で先端は丸まる．
幼虫．幼虫は全体に白色．肢は短い．腹部第 8節背面に 2本の突起を持つ．本種の幼虫は Narita 

（2003）によって詳しく記載されている．
生態．ため池に生息する．スイレン科などの浮葉植物が寄主植物であり，県内ではジュンサイから
採集されている．雲南市のふるさと尺の内公園では，成虫がオニバスの浮葉を食べ，幼虫はオニバ
スやヒシの根に付着している様子が観察された．
県内分布．本土部．
文献記録．野尻湖昆虫グループ（1985）；川野ほか（2006）；林（2009c）．

ゾウムシ科 Curculionidae

　主に陸上植物を寄主とする甲虫であるが，一部に水生植物を寄主としているグループがいる．島
根県産の水生ゾウムシ類については調査不足であり，さらなる研究が望まれる．ここでは，カギア
シゾウムシ属の 2種を掲載する．

163. バッキンガムカギアシゾウムシ Bagous buckinhami O’Brien et Morimoto

（図 65J）
成虫．背面は褐色を帯びた灰色で，体表は鱗状の毛に覆われる．上翅の下半部に一対の白色斑紋が
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ある．体型は細長い．脛節の先端にはかぎ針状のトゲがある．細い体型により，他のカギアシゾウ
ムシ属とは区別しやすい種である．
生態．池などの水域に生息する．成虫は水面に生えるガガブタの浮葉の上でみられる．
県内分布．本土（東部）．
文献記録．林（2012d）．

164. フタホシカギアシゾウムシ Bagous kagiashi Chûjô et Morimoto

（図 65K）
成虫．背面は褐色を帯びた灰色で，体表は鱗状の毛に覆われるが，黒い個体もいる．上翅の下半部
に一対の白色斑紋がある．体型は細くない．脛節の先端にはかぎ針状のトゲがある．外見がきわめ
てよく似た種が複数いるため，同定にはオス交尾器の検討が不可欠である（例えば，O’Brien et al., 

1994）．
生態．島根県内での観察によると，成虫は，ため池のホッスモやホソバミズヒキモが多数生える場
所の水中で確認され，飼育下ではホッスモを齧る様子が観察されている（林，2012e）．
県内分布．本土（東部）．
文献記録．林（2012e）．
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（電子顕微鏡写真参照）
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隠岐諸島に分布するヒラタドロムシ科
ヒラタドロムシ，マルヒラタドロムシ，クシヒゲマルヒラタドロムシ，マルヒゲナガハナノミ，
チビマルヒゲナガハナノミ，チビヒゲナガハナノミの６種
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背面は平滑

背面に顆粒が多い

背面

背面

側面

側面

胸部断面

胸部断面

腹面

前胸が大きく平坦．体は黄白色や淡褐色で模様が

体は円筒形に近く，黄白色や淡褐色で斑模様があ
る．表面に凹凸の多い流木に生息する．小さなト
ンネルに潜行することがある． 背面

背面
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前胸表面

前胸表面

河川の中・下流域に生息する．底質によく潜る．
地下水や伏流水に生息することがある．

体は半円筒形で通常は黒色．液浸標本では茶色に
変色することがある．河川中流に多い．

腹面

独特の色彩で，他に似た種はいない．腹側も全体
にツヤがある．流木や水中の竹などの表面にいる．
砂や礫底にもよく潜る．

背面

体はクリーム色で黒い模様

体は全体にオレンジ色

河川の上流域に生息する．瀬の砂礫の中や大きな
礫の下などに潜っている．

体は半円筒形で通常はオレンジ色または褐色．河
川中流に生息するが，底質に深く潜っているため
採集されにくい．

光沢なし 光沢あり

光沢あり

腹面

体は円筒形で通常はオレンジ色．河川上流に生息
するが，底質に深く潜っているため採集されにく
い．他種に比べて大型．

背面

前方 後方

平滑部

（顆粒が多い）（顆粒が疎ら）

（顆粒が疎ら）

鰓蓋

鰓蓋
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河川の中・下流域に生息する．底質やツルヨシの
根，流木などの植物質にも生息する．

上流にはツヤナガアシドロムシ，中下流にはキベ
リナガアシドロムシが生息する．両者の区別は現
時点では困難である．

背面

末端節には尖ったトゲがある．前胸の前半分は明
るい色をしている．中流のツルヨシやカサスゲな
どの根際に生息する．

7 8 96

7 8 96

腹面

腹面

腹部断面の模式図
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コマルヒメドロムシ・タテスジマルヒメドロムシ・
スネグロヒメドロムシ・ハガマルヒメドロムシが
該当する．

河川の中・上流に生息する．他のマルヒメドロム
シ属に比べて小型である．体色は黒くならない．

4種の識別は現時点では困難である．
前胸表面

前胸表面

腹面

腹面

背面

背面

北海道～中部地方に分布するキタマルヒメドロムシ属

日本産のキタマルヒメドロムシ属（上手，2012）にはクボタ
マルヒメドロムシとクロマルヒメドロムシの 2種がいるが，
島根県には分布していない．幼虫はマルヒメドロムシ属に似
ているが，中胸および後胸腹板はそれぞれ 5節である．
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大きな流木表面に付着していることが多い．ツル
ヨシの根際に生息する．

体は幅が広く，表面に光沢がない．渓流や源流域
の流木表面に生息する．

体は幅が広く，表面に光沢がない．渓流や源流域
の流木表面や中流のツルヨシの根際に生息する．

ミゾツヤドロムシは上流，アワツヤドロムシは中
下流に生息する．ツヤドロムシは島根県では非常
に少ない．

鳥取県では渓流的な環境の沢に生息している．

背面

背面

背面

背面

側面

側面

背面
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